
 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bangladesh Education Support Society 

《10周年 記念誌》    

 

ＢＳＤＰスクールの朝礼の様子 
小学生に修了証を渡した。 

 ＢＥＳＳの支援を受けて民

芸品作成の訓練をしている。 

バングラデシュ教育支援の会（ BESS） 

 現地女性たちが作った民芸品を

フェアトレードで売っている。 

 医療関係の仕事を目指している生
徒たちを連れて病院の見学、その後
「独立記念塔」を訪れた。 

児童労働や早婚をテーマに

した劇を披露してくれた。  

ＢＥＳＳ 

独立記念塔 

令和元年 6 月発行 
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バングラデシュ教育支援の会（BESS） 

   活動のねらい と 10 年間の活動内容・成果 

「BESS のスタッフや会員たち」 
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バングラデシュ教育支援の会(BESS)10周年記念」 

市  長  祝  辞 

           

 

                    

バングラデシュ教育支援の会（BESS）の創立 10 周年、誠におめでとうございます。心か

らお祝い申し上げます。 

 代表の森崎様をはじめ会員の皆様方の「支援の 3本柱」を中心とした活動が実を結び、バ

ングラデシュチャンパラ地区の子どもたちの教育環境が改善され、女性が自立に向け日々成

長している現状に敬意を表します。 

 また、本市が主催または共催で開催しております行催事におきましても、フェアトレード

活動や啓発活動のためブースを出店していただくなど、日頃から本市の国際交流事業にご理

解とご協力を頂いておりますことに感謝を申し上げます。 

 貴団体のような NGO・NPO団体の活動が盛んなことは、大変喜ばしいことでありますので、

今後もできる限りの応援をさせていただきたいと考えております。 

 結びとなりますが、バングラデシュ教育支援の会（BESS）の益々のご発展と、代表・スタ

ッフ・会員の皆様方、そしてバングラデシュチャンパラ地区の方々のご健勝とご多幸を祈

念いたしまして、お祝いのことばとさせていただきます。 

 

 

 

 

 江南市長  澤田 和延 
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ＢＥＳＳ の 皆 様 

 

              

 

 

設立 10周年をお迎えになられることを心からお祝い申し上げます。  

特に私は発起人の皆様のご苦労に対して感嘆しております。 

 

BESSのプロジェクトは小学校のサポートだけではなく、中高生の支援やその地区の貧 

しい人たち(女性たち)に仕事を与えること等にも及んでおり、素晴らしい組織だと思って 

おります。ただ心配なのは 10年間経過しても、ビンドウ氏の後継者が育てられていないこ 

とです。ＢＥＳＳのスタッフの方はかなりご年配なので、早期に適切な方法を考えない 

といけないと思っています。 

 

今回、BESSのサポートを受けている子供達の作文を読ませていただきました。とても感 

激しました。子供達の将来の夢が実現できれば何と嬉しいことでしょう。 

 

彼らは BESSの支援を受けられ恵まれていると思います。なぜならばバングラデシュは 

いろいろな地方で未だに基礎教育を受けられていない子供達がたくさんいるからです。 

 

政府の教育プログラムはいろいろな NGOによってカバーされていますが、まだ充分でな

い地方やスラム街がたくさんあります。政府の統計では バングラデシュの文盲率は 30%以

下に下がったそうです。 

しかし、1億８000万人の人口の中でまだまだ基礎教育を受けられてない子供の数は結構

います。そういうことを考えますと BESSのみなさんの役割はバングラデシュに大変貢献し

ていると思います。 

 

最近、バングラデシュは女性の権利や社会的な地位が強調されています。チャンパラ地 

方が含まれているナラヤンガンジの現市長は女性です。 

 

日本の江南市は徳島県と交流があり,阿波踊りが盛んであるとお聞きしました。 

ナラヤンガンジ市は日本の鳴門市と友好的で阿波踊りによる交流がなされていて姉妹都

市になるために頑張っている日本人がいます。実現できればうれしいですね。 

 

私たち夫婦は精神的なサポートしか出来ませんが、どうぞ皆様この事業を前進するため 

にこれからも頑張ってください。 

 

 

Dr.モアゼム フセイン 

（元大学教、 2004年 日本政府より叙勲「旭日双光章」受賞者) 
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10周年を迎える BESSに敬意と感謝を表します 

    

                  

江南市議会議員  牧野 圭佑 

 

私と BESS との縁は、フェアトレードの小物を買うことから始まりました。ティッシュカ

バー、メガネ入れ、ポーチなど我家で役立っていますが、バングラデシュの女性の自立に少

しでも役立っていると思うと、嬉しくなります。 

また、平成 29年度から里親になりました。里子はムニ アクターという、将来、医者にな

りたいと一生懸命勉強している、現在 13歳の女の子です。彼女から毎年数回手紙が来ます。

現在、当初の履歴書を含めて 8通の手紙が溜まりました。毎回、届くのが楽しみになりまし

た。彼女は 4人姉妹の 3番目で、長女は結婚、次女は離婚し家を出て行った父親と生活、下

に 4 歳の妹がいます。母は障害者ですが働きに出て月に 2～5 日しか家に帰りません。その

ため、彼女は祖母と妹の 3人暮らしです。    

彼女が医者になる決心をしたのは、地域の衛生状態が大変悪く、大好きなおじいちゃんが、

お金がないので病院にも行けず死んでしまったことです。「私はこの地域の医者になりたい。

無料で診察する医者になりたいです。」と手紙に書いてありました。私は、ムニ アクターの

里親になれたことに心から感謝しています。 

彼女の決心を知って、私は即座に、35年前から支援し続けている中村 哲氏を思いました。

彼は医者としてアフガン難民の無料医療活動を続けながら、干ばつの彼
か

の国で清潔な水を求

めて井戸掘りをし、次に農業水路を完成させ、現在はその事業方式が農業開発の国家モデル

として位置づけられ、一隅を照らす者が、今や戦火のアフガンで誰一人知らぬ者の無い日本

人となっています。 

ムニ アクターちゃんや中村 哲氏に関わり合えた私は幸せです。 

私のささやかな支援にも拘わらず、私に大きな喜びと希望を与えていただいた、バングラ

デシュ教育支援の会の益々の発展を、敬意と感謝と共に祈念し、お祝いの言葉とさせていた

だきます。 
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ＢＥＳＳによる１０年の活動が進展し、成功を収めていることを嬉しく思うと共に誇りに

思います。そしてこの活動がずっと続くことを願っています。私をＢＥＳＳのパートナーに

加えてくださり、このお祝いのスピーチを書くことができ、感謝いたします。 

最初にチャンパラスラム街と私、そしてＢＥＳＳに支援をうけることになった経緯につい

てお話します。 
 

 １９７１年独立戦争が終わり、多くの人々がダッカに集中しました。その人たちは家もな

く、道路、川、鉄道沿いに住み始めました。初代ボンゴ・ボンドウ大統領はチャンパラ地区

を含む３つの地域にその人々を住まわせ、家を建てると約束をしました。５５０００人がチ

ャンパラ地区に移動し住みました。しかし、１９７５年大統領が暗殺され、それらの地域は

開発されない状態のままでした。 

 １９７６年から１９８７年まで「ワールドビジョン」というＮＧＯが人々に食べ物と教育

の機会を与え、私もその一員となって働きました。そして多くの人が救われました。 

 １９８８年から２００１年まで国のＮＧＯ「ＵＳＴ」が子供達の教育や女性の縫製訓練を

支援してくれました。しかし、ＵＳＴの支援活動は２００２年に終わり、その後ＢＳＤＰ小

学校と縫製訓練の活動はすべて止まってしまいました。 
 

 ２００８年私は日本のアジア保健研修所（ＡＨＩ,愛知県日進市）で研修を受ける機会が

ありました。そこでＢＥＳＳの方を紹介していただき、現状を聞いてもらい、助けてほしい

と訴えました。 

ＢＥＳＳの方は翌年バングラデシュの現地を見に来てくださり、支援するかどうか検討し

ていただくことになりました。 
 

２００９年からＢＥＳＳは支援を始め、この１０年間に多くの偉大な仕事をしてくださり、

今もなお継続されています。 

女性の自立や子ども達の教育のために尽くしてくださり、バングラデシュのような発展途

上国のチャンパラスラム街の人が幸せになるように貢献してくださっています。 

私はＢＥＳＳの会員、運営委員、里親の皆様にお礼と感謝の気持ちでいっぱいです。 

私を信じてくださり、私とＢＳＤＰの職員を財政的支援やアドバイスをして導いてくださ

ったことをありがたく思い、感謝しています。チャンパラスラム街の人々がＢＥＳＳに対す

る感謝や尊敬の気持ちはますます大きくなっています。 

最後にＢＥＳＳの益々の成功を祈ると共にＢＥＳＳの皆様のご健康とご多幸をお祈りい

たします。 

ＭＤ ナジバル ラーマン ビンドウ  

ＢＳＤＰスクール 創設者・校長 
ナバキショロイハイスクール・女子短期大学創設者・校長 
ＢＳＤＰ理事 

ＢＥＳＳ１０周年に寄せて 
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２００９年(平成 21年)に立ち上げました「バングラデシュ教育支援の会（BESS）」も１０

年を迎えました。 

ここまで来れましたのも、ひとえに一緒に悩みながら運営してきましたスタッフの皆様方、

会員の皆様や、ご協力ご指導をしてくださいました皆様方のおかげと厚く感謝申し上げます。 

そしてバングラデシュの貧困な人々を自立させたい、教育をつけたいと懸命に活動してき

ました現地の校長・リーダーでありますナジバル ラーマン ビンドウ氏の実行力、誠実さ、

懸命さがあり今日に至ることができたと思います。  

そして私達の支援を受けて懸命に勉学に励んでくれました子供達の姿は私達を勇気づけ

てくれました。 

私達ＢＥＳＳは昨年、子ども達を対象に「作文コンクール」を行いました。母語のベンガ

ル語で書いてもらった子ども達の作文には、彼らの生々しい生活の様子や、嬉しかったこと、

悲しかったこと等が詳しく書かれていました。  

バングラデシュの中で貧困の中にありながら懸命に生きる子ども達の姿や声には私達

日本人が忘れかけている尊いものがありました。貧しい中にあり、教育を受けるきっかけを

得て学ぶことの楽しさを知り、読書する喜びを知り、将来の夢を語る姿がありました。 

家族が愛し合い助け合い、悲しみに耐えながらも一生懸命勉強をして将来役に立つ人にな

ろう、家族を早く楽にさせてあげたいなどの言葉・・・・・。 

私達の支援が役に立っているのだという確かさも感じることができるものでした。   

私達は、いつも試行錯誤しながら悩む中で、皆様方に多くのことを教えていただき助けら

れながら活動してきました。現地の人や子供達からも多くのことを学ばせていただき、この

10年間は「私達にとっても尊い学びの 10年間」であったと思っています。 

 国内国外を問わす地球家族として縁のある所で困っている人を助け、助けられ、学び合

い、お互いが人権を守り幸せになれるようにしていくことは大切なことであると信じて進め

てまいりました。 

今なお戦火の中にある国では子どもが戦争に駆り出されていると聞きます。世界には児童労働

が続いたり、子どもや女性達、貧困な人達が食べることさえままならない毎日であったり、教育

を受けることができない、医療を受けることができない・・・などたくさんの問題があります。 

この地球上の人達が少しでも幸せになっていけることを願って、小さなことでも役に立ち、私

達自身も自分を見つめなおすきっかけにし、助け合いの輪が広がっていけばと願っています。 

ＢＥＳＳ 学びと感謝の１０年間 

代 表   森崎 芳子 
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フェアトレード活動を通して願うこと 

 

                  副代表   松浦 智恵子 

 

 

ＢＥＳＳの行っているフェアトレードは、ＢＳＤＰスクールや縫製訓練所の教育支援金

を得たり、ＢＥＳＳの活動を多くの人に理解していただいたりするために大切な活動とな

っています。現地メーカーの縫製製品やＢＥＳＳが支援する縫製訓練所でできた製品をフ

ェアーな値段で買い取り、販売し、その利益の多くを教育支援費として現地へ還元してき

ました。販路は徐々に拡大し、今では年間２８回ほどの販売の機会を得ています。収益金

も増加して多くの支援ができたり、活動費を生み出したりすることができるようになりま

した。販売ボランティアの方、会員の方、支援をいただいた方など多くの方々の善意によ

り導かれてきたと実感しています。皆様方に厚くお礼申し上げます。 

 

今年４月に行った各務ヶ原市での「桜まつり」でのフェアトレードで、ある小学生との出

会いがありました。その小学生は販売所にやってきて、興味深そうに掲示物やきれいな民芸

品を見ていました。私達はバングラデシュで学校へ行けない子供達を支援している団体であ

ることを話すと、その子供はすぐに商品を買ってその場を去りました。私は「何と純粋で温

かい子なのだろう」と感動し、小さな子供が協力しようという心をもってくれたことを嬉し

く思いました。しばらくすると、その子は妹を連れてまたやってきました。妹に私達の団体

のことを話したようで、妹もまた「自分でためたお小遣いだから」と言いながら商品を買っ

てくれたのです。更に驚いたことに、この二人の小学生は、次の日もまた自分のお小遣いを

持ってきて、商品を購入しようとしたのです。私はもうその気持ちだけで嬉しいことを告げ、

「今日はお話だけ聴いて」と言って、掲示物を見せながら私達の活動を伝えました。フェア

トレード活動は、このようにＢＥＳＳの活動を知っていただく良い機会になっています。ま

た、世界で起きている多くの問題を他人事と考えず関心を示し、自分のできる範囲で助け合

おうとする人が増えていくことは私達の願いでもあります。 

 

バングラデシュの縫製訓練所では、これまで多くの女性が刺繍や縫製の教育を受けて卒業

していきました。送られてくる民芸品の技術向上の様子、スタディーツアーで会った縫製訓

練生の様子、卒業後縫製工場に就職して生活費を得ている女性がいることなどから、私達は

「女性達が自分達の生活を自分達の手で高めていきたいと努力している」と確信してきまし

た。最近の作品は、ＢＥＳＳの支援と現地女性の努力によって、技術を磨き見違えるように

上手になり、「女性に対する自立支援が実を結んでいる」と感じています。これからも女性

達がさらに自立できることを願って、応援していきたいと思います。 
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            里子支援活動に思うこと 
  

会 計  大池 小夜子 

 

 

 １０年目を迎える教育支援の中で里子支援活動は５年目になり、里子３９人が日本の里親

様からご支援をいただき学業を続けています。皆様のご理解とご協力によりこの活動が続け

られることができ、心より感謝致します。 

 里子支援３年目を終えようとする２０１７年にとても大きな問題が起こりました。里子の

女生徒２人が結婚をし、男子生徒２人が貧困のために働かなければならず、学校に通うこと

が出来なくなったのです。これまで支援してくださった里親様には大変申し訳ない結果とな

ってしまいました。ＢＥＳＳとしては顔の見える１対１の里子支援活動の難しさを感じ、支

援の形を変えるべきかどうか悩みました。幸いなことに里親様には引き続き、別の子ども達

への里子支援を続けていただける方が多く、ほっと胸をなで下ろすことができました。 

 ２年前、私はバングラデシュを訪問し、結婚したばかりの私の里子に会いました。とても

美しい１４歳の女生徒でした。彼女の家に行き、一緒に記念撮影をしました。その時ビンド

ウ校長先生が彼女の夫に「彼女が学校に行き学業を続けることができるように応援してほし

い。」と話してくださいました。彼女達の部屋はスラム街のトタンで囲われた小さな小屋で

はありますが、きれいに整頓され、センスのよい色づかいでコーディネートされていて、彼

女の能力の高さを感じました。 

翌日は里子達と病院や看護大学や観光地である「独立記念塔」を見学しましたが、彼女は

現れませんでした。夫の反対にあい、暴力を受け、参加することが出来なかったのです。私

は腹立たしさを感じるとともに彼女の今後の生活に不安がよぎりました。彼女の結婚生活が

「茨の道」になったとしても、能力の高い彼女ならなんとかしたたかに生き抜いていってく

れることを願うのみです。 

 今、私は教師をめざしている男子生徒メラジュル君の里親になっています。彼は父の失業

により、学校に行けなくなり、もう一度同じ学年をやり直ししています。現地の先生たちが

彼の自宅に出かけ、学業を続けるように両親を説得してくれたのです。彼は将来教師になり、

家族や、自分を支えてくれた人々に恩返しをしたいと作文の中で訴えていました。彼は学校

が終わるとお店の手伝いをしたりして、働きながら勉強を続けています。私は支援した里子

が自分の夢を叶え、家族やお世話になった人々を大切にし、社会の中で活躍していく大人に

なってくれたら幸いに思います。 

 ＢＥＳＳの里子支援活動はこれからもいろいろな問題が起こるかもしれませんが、今後も

里子支援は大切であり、続けていきたいと思っています。 

最後に、皆様のご支援に感謝し、里子達の幸せを願っていきたいと思います。 
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ＢＥＳＳ教育支援活動 10周年記念に寄せて   

                        

      運営委員  小木曽 良子 

 

 はじめに、教育支援活動 10周年を迎えられましたことを心よりお喜び申しあげます。 

この１０年間にＢＥＳＳが取り組んでこられたことが、今徐々に実を結びつつあることを実

感しております。現地の人々に寄り添い、その思いを酌み取り確かなつながりを築いてこら

れたことによって、取り組んでこられた活動はより中味の濃い意義深いものになっています。

中でも、子どもたちがより良い環境で学べることを目指して、校舎の新築や継続的な文具・

教具の支援を続けられ、子どもたちの学習環境は格段に整ってきました。また、女性の自立

を支援するプロジェクトも着実に実を結びつつあります。 

 加えて、２０１５年にスタートした里子支援制度によって何人かの子どもたちが高等学校

へ進学することが可能になりました。校長であるビンドウ氏の、子どもたちにより高い教育

を受ける機会を与えたいという熱意と、ＢＥＳＳのスタッフの皆さんの子どもたちに寄せる

思いが合致したことにより実現した制度です。子どもたちが高等教育を受けることにより自

立可能な職業に就き、現在の貧しさを克服し、やがては街の問題を解決していく原動力にな

ることを目指すこと、それは短い間には難しいことと思われますが、この歩みは間違いなく

その地域の改善に役立っていくものだと思います。ひとり一人の学びはそれぞれ異なるかも

しれませんが、高等学校で学んだ体験はその子にとっても、また家族にとっても、必ず将来

活きるものだと信じます。 

 ＢＥＳＳの活動は多岐に亘っていますが、すべては人づくりに繋がる支援であると思いま

す。その貴重な活動にほんの少しではありますが、関わらせていただけることを幸せに思っ

ております。 

 今後もＢＥＳＳの活動がますます発展していきますことを祈っております。  
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                  ＪＢＣＳ副会長・事務局長   松井 佳子  

 

BESSの会設立１０周年おめでとうございます。 

森崎さんとの出会い、それは名古屋 NGOセンター主催の「NGO活動の研修生」として参加さ

れた会合だったかと思います。 

彼女は学校の教師を少し早めに退職し、NGO活動にまっしぐらの時でした。 

AHI（アジア保健研修所）の企画にも参加。そこでバングラデシュからの研修生のビンド

ウ校長との出会いにより、彼女の心に火がついたようです。 

現地の子供の教育環境の悪さ、親は生きていくのが精一杯、自立は夢のまた夢のバングラ

デシュ・・・。 

貧しいバングラデシュの病院の活動支援（JBCS)をしている私は、彼女の行動力の速さに

目を見張るものを感じました。彼女なら出来ると。 

２００９年２月１４日から１１日間、彼女は友達と 2人でビンドウ氏が経営するスラム街

にある学校を下見するためにバングラデシュへ。私はバングラデシュに住んでおられるフセ

イン営子様御夫妻を紹介しました。 

そして森崎さんはバングラデシュ教育支援に進みました。貧しいバングラデシュにはまず、

教育が必要であると感じて・・・。ビンドウ氏と将来に向け何度も計画と実行へのメールの

やり取り・・・。 

元教師という経験を生かし根気よく。そしてたくさんの支援者を集め、５年が過ぎ１０年

が来ました。 

BESS が活動を始めて現地の子供たち、自立したい女性の方々の喜びの声が聞こえるよう

な気がします。 

  

 

運営委員   土川 照恵 

 

外国を旅することがあってもその国の人との交流は深まって行かない。 

国際交流に関わっている方からホームステイを頼まれたのがきっかけで 10 名ぐらいホー

ムステイを引き受けました。 

その中で 1年間一緒に過ごしたミャンマーの高校生とは家族のようになりました。 

二度、7～8人でミャンマーを訪れました。彼女の家庭は恵まれているが、マンダレーの街

も荷車、牛舎、車、人が行き交い砂埃が立っていました。訪れた農村は日本の戦後のようで

した。スーチン政権 2～3年前の話である 。 

それからしばらくしてアフリカのタンザニアの里子の奨学金援助を 3年間行い、アフリカ

へ里子に会いに行きました。 

そして今回はバングラデシュの里子支援をしています。 困っている人を見ると放ってお

けないものが子供の頃からありました。森崎さんの活動に教えられることが多く協力したい

という思いから自分の洋服を一枚辛抱すれば里子の１年間の学費がまかなえると思い続け

てきました。  

ＢＥＳＳの役員・スタッフの方々の実践的な努力がバングラデシュの子供たちに女性たち

に夢ある未来を与えていることでしょう。 
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私の里子ファイサル君 

                          里 親   小林 陽子 

 

 BESSの里子プログラムに参加しています。私の里子はファイサル君です。 

昨年２０１８年３月にバングラデシュを訪問した時に初めて会うことができました。 

バングラデシュの首都ダッカにある「アイチホスピタル」を訪ねた時にその機会がありま

した。里子が通う中学校の校長先生が案内してくださいました。ダッカ市内から１時間くら

い車で移動すると現地に着きました。市内を過ぎて農村地域になって緑が多くなります。 

工場などは見当たりません。ここですよと示されたのはレンガブロックに囲まれた学校でし

た。入り口をくぐるとグランドがあり、周りを校舎が囲んでいました。小学校、中学校、高

校などが並んでいました。スラム街の中にあります。 

 校門には銃を持ったガードマンがガードしています。日本人が来たからなのか、常日頃か

らいるのかは聞くことができませんでした。 

中庭で歓迎の催しが開かれました。音楽、ダンス、ミュージカルなど年齢別に演じてくれ

ました。学年別の教室を回ると各教室で大歓迎をしてくれました。その日は国父と言われる

初代大統領ボンゴ ボンドウ ラーマンさんの誕生日だったようで記念のケーキが準備して

ありました。ケーキカットをさせてもらい、そのあと皆で分け合っていただきました。 

 ファイサル君は将来は先生になりたいと言っていましたが、今年届いた手紙を読むと違う

進路になっていました。成長期の彼にとって進路はどんどん変わっていくのも当たり前です。

教育を受けて自分を成長させ、家族のため、国のために頑張ってほしいものです。   

日本から応援しています。 

 

 

 

里 親   藤川 元子 

 

久しぶりのバングラデシュ。 今回初めて、スラム街のビンドウ校長の案内で里子のミン

ちゃんの自宅へ行ってきました。トタン板で囲った部屋の中は薄暗いものの、整理整頓さ

れ家族の温かみさえ感じました。お仕事で留守のお母さんに変わりお父さんが出迎えてく

ださいました。ベンガル語を話せたらいろんな質問をしてみたかったと少し残念でした。    

学校では子供たちが明るく楽しんでいる様子が伝わってきました、勉強ができる幸せと

自由に本を読むことができる普通の生活ができるお手伝いをしていることに私自信も幸せ

な気持ちを頂いています。ＢＥＳＳの未来がますます発展しますようにお祈りいたしま

す。 
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BESS の会に参加して 

                           運営委員  小崎 真紀子 

 

「 わたしは１３歳、学校に行けずに花嫁になる  

―――未来をうばわれる２億人の女の子たち――― 」 

（合同出版 公益財団法人プラン・ジャパン著）  を読みました。 

 

私は幸いにも、子どものころから本を好きなだけ読み、学校も行くことが出来ました。そ

んな当たり前と思えることができない子が世界にはどんなに多い事か。そういう子を一人で

も減らしたいと思います。 

 ＢＥＳＳの会の活動には、フェアトレードのお手伝いと、里子支援活動しかできませんが、 

子どもの未来を明るいものにするお手伝いが少しでもできればと思い、続けています。 

フェアトレードのお店の活動を通しても、バングラデシュの子ども達の事を多くの人に知

ってもらえたらと思います。まずは刺繍の美しさに目を留めてもらい、それからバングラデ

シュの事を知ってもらう。いろいろな所にお店を出すのも、売り上げという販売活動である

とともに、みんなに知ってもらうという広報活動だと思います。まず、知ることが大事だと

思っています。 

 

 

 

 

運営委員   佐藤 静代 

 

 「バングラデシュ教育支援の会（BESS）」10周年、誠におめでとうございます。森崎様を

中心にスタッフの方々のお力でこの 10年の間にバングラデシュチャンパラスラム街の子供

達のために新しい校舎が増築され、コンピューターや図書の設備も充実させるに至りまし

た。 

 先日の子供達の手紙にも苦しい環境の中勉学できる喜びや BESSの会への感謝の言葉があ

ふれていて胸が熱くなる思いがしました。また女性達も手芸品制作への技術がさらに向上

しつつあり、これから先どんな製品が出来上がるようになるのか楽しみにしています。 

 フェアトレードの販売の時、手芸品を一つ一つ並べながらこの手芸品に込められた女性達

の想いを感じます。私もスタッフの一人としてバングラデシュの子供たちのためにまた女

性達のために今後もフェアトレードの販売を続けていきたいと思います。 
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ルパリ アクターからの手紙 

 

里 親   三嶋 節子 

   

バングラデシュの支援から里親制度を知り、ルパリさんの里親になった。 

 最初の彼女からの手紙は、里親になってもらったことへの感謝の言葉と、支援金によって

今後も勉強を続けることができる喜びが綴られていた。日本ではささやかな支援金でも、経

済事情の違うバングラデシュでは学校生活にとても大きな力となることを知り、役に立てた

ことが嬉しかった。そして、彼女を取り巻く厳しい環境の中で学び続けることがいかに困難

であるかを知り、だからこそ教育の必要性と大切さを痛感した。 

それ以後の手紙では、「学校では、先生が分かりやすく教えてくれるので楽しく勉強して

います。たくさんの友達がいます。進級テストがあるので一生懸命勉強してきました。あな

たのおかげで私は 8 年生になることができます。」「 新学期に行く日には新しい服を用意し

てくれます。新しい気持ちで学校へ行くと新しい気持ちで勉強を頑張れます。とても嬉しい

気持ちになります。」「 帰宅すると家の手伝い、宿題をし、分からないと兄に聞きます。」・・・・・

など日々彼女が自分の置かれた環境の中で、自分なりに精一杯生活している様子が伝わって

くるものばかりであった。そして、どの手紙の最後も支援に対する感謝の言葉で結ばれてい

た。 

最近送られてきた作文では、「勉強を頑張って医者になりたいです。早く大きくなって知

識を身につけて両親を楽にしたい。もっと勉強して立派な人になりたいです。」と自分のな

りたい将来について書かれていた。 

 ぜひその希望をあきらめず、学び続けて欲しいと思う。そして彼女のような教育を受けた

子が成長して大人になった時に、身近な人を含めて周りの人々を少しでも物質的に精神的に

支援できるようになってほしいと思う。 

 テレビの番組で、バングラデシュのニュースや映像が出てくると、「あっ、ルパリの国だ。」

と、咄嗟に親近感をもって見るようになり、「よいニュースや映像であってほしい。」と願う

ようになった。彼女との交流を通して、バングラデシュという国をとても身近な国に感じる

ことができた。 
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運営委員  馬場 とよ子 

 

 私はバングラデシュ教育支援の会に入るまであまり詳しいことは知りませんでした。教育

を受けたくても家の事情で学校へ行けない子供達など様々な貧困の話を聞きました。そこで

フェアトレードのお手伝いなら私にもできると思い少しずつお手伝いをするようになりま

した。 

私たちの話に賛同してくださる方達が少しずつ増えてきて私もやりがいを覚えるように

なりました。商品が一つでも売れると嬉しくてバングラデシュの子供たちの喜ぶ顔が浮かん

できます。 

たくさん売れてそれで環境の良い校舎で勉強をして欲しいと思います。バングラデシュの

子供たちが 明るく笑顔で生活できるよう私も微力ながら支援をしていきたいと思います。 

 

 

                         運営委員  山田 冨美子 

 

BESSの会の活動でフェアトレードのお手伝いと里子の支援活動をさせて頂いています。 

フェアトレードではいつもバングラデシュの品物を並べて値段を確認し、今日も少しで

も売れるように願ってお店を出しています。お客様がお店の前を通る時は「綺麗な刺繍で

すね。機械で作ってるんでしょうね。」と必ず聞かれます。これはシルクの刺繍糸で手作り

なんですよ。」と言いますと「すごいですね。こんなに安いんですか？」との返事が返って

きます。ここで売り子の腕の見せ所。フェアトレードのことを理解してもらえるようにお

話します。「バングラデシュの貧しい女性達が心をこめて一針一針,一生懸命作ってるんで

すよ。」たくさんの方に理解してもらい買っていただき嬉しいです。 

 もう一つの活動は里子支援活動で、協力させて頂いています。小学校を修了した生徒が、

中学校に進み、一生懸命勉強して目標に向かっていかれることを願っています。 

 このような活動に参加することにより、バングラデシュという国がとても身近に感じら

れ、興味を持つようになりました。チャンパラ地区の子供たちの教育が少しでも改善され

自立に向けていつも笑顔で生活できるよう、微力ながらこれからも支えていければと思っ

ています。この活動を通してたくさんの人と出会い、交流もでき感謝しています。 
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バングラデシュ教育支援の会（ＢＥＳＳ） 

活動のねらい と 10 年間の活動内容・成果 

 

（１）活動のねらい 
 

  

 

 

１ BSDP小学校の支援活動 

〇  BSDP スクールへの文具・教科書などの支援をし、教育効果を上げる。 

〇  図書の本の増冊を進め、さらに読書する子供や人を増やし、視野を広め

て生かすことができるようにする。 

２ 女性の自立支援活動 

〇  女性自立のための縫製訓練や民芸品作成訓練をし、自立指導を進める。 

〇  民芸品作成訓練は、品質向上した美しい製品ができるようにする。 

〇  自分たちで技術向上・管理運営ができるように目指していく。 

３ フェアトレード活動 

〇  現地女性が訓練して作った民芸品を正当な価格で買い上げてフェアトレ

ード活動をし、現地女性の自立支援につなげる。 

〇  フェアトレード活動での写真展示や説明によりバングラデシュの貧困な

様子や暮らし、文化などについて関心を持ってもらい、地域の人たちとの

交流を図る。 

４ 里子支援活動 

〇  小学校卒業後やる気があっても貧困のためにハイスクールに行くことが

できない子に対して、里子支援をし、学校に行けるようにする。 

５ 国際理解教育活動 

〇   国際理解講座を通して世界の貧困な国について理解してもらい、助け合

いの気持ちを深め、学び合う。 

６ 広報・宣伝活動、スタディーツアー 

〇  BESSだよりを発行したり、セミナーを行うことにより、活動につい  

て知ってもらい、世界やバングラデシュについて理解を深めてもらう。 

 

 

 
 
 
 

バングラデシュの教育の向上を図り自立をめざすと共に、私たちも

また国際的視野を広め、助け合い学び合いの気持ちを培っていく。 
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（２）１０年間の活動内容と成果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 教育支援活動 

①  ＢＳＤＰスクール（小学校）に対する支援活動 

・ 現地のBSDPスクール（小学校）の子供たちに文具、教科書などの支援をする 

ことによって、子供たちは学習することができるようになり、教育に対する関
心が高まり、児童数が増えてきた。 

・ ３棟６教室分の校舎を建て替え、机、いすもしっかりしたものに取り換え、 

蛍光灯や扇風機をつけて学習環境を整えた。子供たちは広い教室で雨漏りや浸 

水せず、蛍光灯や扇風機もついた広い教室で勉強できるようになり、学習効果 

が上がるようになった。 

②   図書支援活動 
・ 図書の本の増冊により読書に対する関心が高まり読書する子供が増えた。読書に 
より多くの知識や知恵を身につけてきている。 

③  作文コンクール、スポーツコンテスト 

・ 母語であるベンガル語による作文コンクールを行い、翻訳してもらうことによ 

り子供達の生の生活、喜びや悲しみが 手に取るように分かり、理解につながり、 

共感を深めることができた。子供たちの作文力も高まってきている。 

・ スポーツコンテストを行うことにより、競い合い、切磋琢磨することに目覚 

め、意欲を持つて戦うことができるようになってきた。 

２ 女性の自立支援活動 

・ 女性たちが縫製や民芸品作成の訓練をして、刺しゅうやミシンの技術が身に 
ついてきた。たくさんの美しい民芸品を作る事ができるようになり、自立につ 

ながってきている。 
３ フェアトレード活動 

・ フェアトレードによる販路が拡大し支援につながるようになってきた。 
・ フェアトレードについて近年国内でも関心が高まりつつあるが、更に理解を 

広め関心を高めていきたい。 

４ 里子支援活動 

・ 小学校を卒業後、勉強したくても貧困のためにハイスクール(中・高等学校)へ 

行くことができない子どもが多かったが、里親の支援で 2019年には 39 名の里子
がハイスクールに通い、勉強を頑張り効果が上がっている。 
（バングラデシュの義務教育は小学校の 5年間で、中学校からは入学金や月謝が必 
要で、行くことができない子供が大変多い。） 

５ 国際理解教育活動 
・ 国際理解講座を行うことによりバングラデシュや世界の貧困な様子や暮らしにつ 
いて理解してもらえるようになった。 

・ 美しいサリーや食べ物など文化について紹介したり体験してもらい、違いに 
気付いてもらったり文化を楽しんでもらった。 

６ 広報・宣伝活動、スタディーツアー 
・ 広報誌｢ＢＥＳＳだより｣では、現地の様子や活動の様子を伝えたりアピール 

をし、会員や協力者が増え、関心を持ってもらえるようになった。 

・ スタディーツアーを行い、現地の状況を実際に見たり交流を深めた。2016年 

のテロ以来、訪問の回数は減ったがこれからも交流を深めていければと思う。 
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BESS 10年間の歩み
時期 BESSの活動 写真で見るBESSの歩み 学校・縫製教室の状況

2009.2 チャンパラスラム街にある学校を下見

初年度
2009.7 ・「BESS」の設立

（平成21年)

2009.8 ・江南市国際交流フェスティバル

　　民芸品販売・会員募集

2009.12 ・バングラデシュスタディツアー

  （森崎、佐竹）

　　 学校・スラム街の視察 ・支援金83,000円

　　 支援金・中古文具を寄付

　　 腕カバーの縫製指導

　　 縫製訓練修了式参加

　　 日本文化の紹介

　　　　　茶道や日本舞踊を披露

　　　　　募金活動

2010. 3 ・フリーマーケット

　（大口町KHK）

・「BESSだより」創刊号発行 ・児童数３３１人

・文具・教科書配布

2010.4 ・フリーマーケット

　（犬山平安会館）

2010 .8 ・BESS初年度総会・セミナー　

・「バングラデシュの昼下がり part1」

　　ーバングラデシュってどんな国？ー

２年度
2010 .10 ・「BESSだより」2号発行

2011 .1 ・バングラデシュスタディツアー

（平成23年) 　（森崎、山田）

　 　支援金・中古文具を寄付

　　 財布などの縫製指導

　　 縫製訓練修了式参加

　 　運動会観戦

2011 .3 ・「BESSだより」3号発行

・モリコロ支援基金受領（３０万円）

・縫製教室を始める。

2011 .6 ・宮田学供高齢者サロン

　　 バングラデシュの紹介 ・児童数３９５人
　　 サリーの着付け

・文具・教科書配布

・支援金100,000円

・初めての運動会　

第1回役員会

スタディツアーで文具を渡す

フリーマーケット

サロンでサリーの着付け

教科書を手にして喜ぶ子どもたち

縫製品についての打ち合わせ

古い机で勉強する子どもたち

セミナーでサリーの着付け紹介

ＢＡＡＳが支援した縫製訓練修了式

に参加

建築中の校舎

校舎建築始まる。
3棟のうち1棟
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時期 BESSの活動 写真で見るBESSの歩み 学校・縫製教室の状況

2011 .7 ・バングラデシュスタディツアー ・校舎１棟目が完成

　（森崎、久徳）

　　 支援金・ポット・ラジカセを寄付

　　パン、卵を配布

2011 .8 ・江南市国際交流フェスティバル

　　　　　　　　　　　　　　フェアトレード

・支援金400＄（38,678円）

2011. 9 ・BESS2年度総会・セミナー

・「バングラデシュの昼下がり part 2」

　ワークショップ

　-教育をうけないとどうなるの？-

3年度 ・刺繍の訓練が始まる。

2011 .10 ・「BESSだより」4号発行

・アジア保健研修所まつりに出店

2011 .11 ・犬山子ども大学でワークショップ

・江南市健康フェスティバルで

　　　　　　　　　　　　　　　　募金活動

・児童数３９７人
2012 .2 ・バングラデシュスタディツアー

（平成24年) 　　（森崎、土川） ・文具・教科書配布

　　支援金・中古文具を寄付 ・支援金1,500＄　(119,025円）

　　パン・卵を配布

・支援金1,000＄　(82,290円）

2012. 3 ・かけはし支援基金受領(２０万円）

2012 .4 ・「BESSだより」5号発行

・曼陀羅寺藤まつり　フェアトレード

・２棟目が完成

・３棟目が完成

2012 .8 ・江南市国際交流フェスティバル ・支援金1,000＄　(80,500円）

　　　　　　　　　　　　　　フェアトレード ・蛍光灯、黒板、壁の整備

・机・椅子購入

・BESS３年度総会・セミナー

・「バングラデシュの昼下がり part3」

　　　　ーイスラムと女性たちー

2012 .9 ・「BESSだより」６号発行

バングラデシュの踊り

ＢＳＤＰスクールの門の前で

天井や机が新しく 、広くなった教室

１棟目の新校舎

セミナーでの講演

子どもたちにパンとゆで卵を配る

扇風機と蛍光灯のついた教室

刺繍訓練を受ける女性たち

完成間近の２・３棟目の校舎

３年度総会の様子

刺繍訓練を受ける女性達
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時期 BESSの活動 写真で見るBESSの歩み 学校・縫製教室の状況

4年度
2012．12 ・バングラデシュスタディツアー

　　（森崎夫妻）

　　中古文具・支援金寄付

　　パン、卵を配布

2013 .1 ・江南市まちづくり助成金公開審査

（平成25年) 　　発表・採択（３０万円）

・縫製・刺繍訓練修了生　９０人

2013 .3 ・「BESSだより」７号発行

・支援金5,000円

2013 .8 ・ビンドウ校長招へい（8/16～9/12） ・支援金2,000＄　(190,160円）

・江南国際交流フェスティバル ・児童数４０４人
　　 　　　　　　　　　　　フェアトレード ・文具・教科書配布

・チャリティ映画・講演会

　　（江南市民文化会館）

　　　映画「アリ地獄のような街」

　　　ビンドウ校長による現地報告

・バングラデシュ国際理解講座

　（江南第Ⅱ幼稚園、ナザレ保育園）

・江南団地子どもサロンで ・支援金150,000円

　　　　　　　　　　　　　ワークショップ        （映画会協力費）

・パソコン２台購入

・BESS４年度総会 ・図書購入

・カレー講座

・ビンドウ氏と語る会

2013 .9 ・バングラデシュ国際理解講座

　（草井小学校・古知野西小学校）

5年度 ・図書室とコンピュータを設置

2013 .10 ・「BESSだより」８号発行

・江南市民まつり　フェアトレード

2014. 2 ・バングラデシュスタディツアー

（平成2６年) 　　　（森崎、山田）

　　 文具、パン、支援金を寄付

　　 ろうけつ染め工場見学 ・縫製・刺繍訓練修了生　９０人

　　 エクマットラ訪問

　　 図書購入

2014 .4 ・「BESSだより」９号発行

2014. 8 ・江南市国際交流フェスティバル ・児童数４21人
　　　　　　　　　　　フェアトレード ・文具・教科書配布

・支援金150,000円

・BESS 5年度総会 ・支援金80,000円（映画会協力費）

・5周年記念パーティ 　　　

・5周年記念誌発行

2014.10 ・愛知県国際交流協会から表彰を受

　ける

・「BESSだより」10号発行

縫製訓練修了式

ビンドウ校長の講演

ビンドウ氏と語る会

表彰状

「BESS &  konan  City   Library」

購入した２台のパソコンと図書

贈ったクレパスで児童が

描いた絵日記

できあがった民芸品

子どもたちに配るカレー作り

トレーニングセンターの前で
江南市のキャラクター

「藤花ちゃん」の刺繍入り民芸品

毎年フセイン様ご夫妻にアドバイ

スをいただくなど、大変お世話に

なっている。

ＢＥＳＳ５周年総会・セミナー
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時期 BESSの活動 写真で見るBESSの歩み 学校・縫製教室の状況

６年度
2015.1 新役員決定

（平成27年)

2015.2 里子支援スタート　（８名の里子）

2015.3 福祉まつり　フェアトレード

　　　　　　

宮根小学校にて国際理解講座を行う

（その後の募金活動で

　　　　　　　　　　８５,５０８円集まる）

2015.4 曼陀羅寺藤まつり　フェアトレード

2015.5 曼陀羅寺藤まつり　フェアトレード

子どもフェスティバル　フェアトレード

2015.6 JBCS　２０周年記念式参加

2015.7 ＪＩＣＡ講習会参加

夏休み親子国際理解講座にて

紙芝居を披露する

JICA草の根事業に申請

2015.9 バングラデシュスタディーツアー

　　　　　　　　　　　　　　（森崎）

ガールスカウト　カレー講座

2015.10 市民まつり　フェアトレ―ド

ＡＨＩオープンハウス　フェアトレード

東京JICA研修

2015.11 JICA提案書提出

消費生活展にて　フェアトレード

2015.12 前野高齢者サロンセミナー

宮根文庫開設

（いただいた募金で設立）

Ｈ．２６年度里子８名【1回生】

自己紹介、将来の夢を発表す

る里子達

縫製訓練生と先生達に会う

女性達は刺繍などかなりうまく

なった

１年半ぶりにBSDP小学校の子

ども達に会う

皆とても元気でした

現地のビンドウ校長より電話が

あり、お礼が述べられる

（宮根小学校での講座）

ＢＥＳＳ役員

曼陀羅寺フェアトレード

江南市民祭りでフェアトレード

ＡＨＩオープンハウス フェアトレード

エンゼル協会を訪問
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時期 BESSの活動 写真で見るBESSの歩み 学校・縫製教室の状況

7年度
2016.1 新里子　６名

（平成28年)

「BESSだより」１１号発行

2016.2 男女共同参画フェスタ　フェアトレード

JICA発表会

2016.3 村久野サロンで講座（紙芝居）

福祉まつり　フェアトレ－ド

2016.4 犬山祭り　フェアトレ－ド

藤まつり　フェアトレ－ド

バングラデシュ講座（教育大院生）

2016.5 藤まつり　フェアトレ－ド

江南市女性連絡協議会　

　　　　　　　　　　フェアトレード

JICA講習会（名古屋にてPCM研修）

子どもフェスティバル　フェアトレード

2016.6 JICAに事業提案書提出

ビンドウ氏来日（16～27日）

BESS総会・セミナー

国際理解講座（布袋北小学校）

国際理解講座（大口南児童館）

JBCS総会に出席

バングラデシュにてテロ事件があり

スタディーツアー中止

2016.7 女性連絡協議会による映画会にて

　　　　　　　　　　　　　フェアトレード

犬山こども大学にてベンガルカレー

講座

「BESSだより」１2号発行

2016.8 サマージャズフェスタ　フェアトレード

江南市国際交流フェスティバル　

　　　　　　　　　　　　　　フェアトレード

2016.9 ガールスカウト式典出席

2016.10 市民まつり　フェアトレード

月一マルシェ　フェアトレード

福祉まつり　フェアトレ－ド

ふじの木園まつり　フェアトレ－ド

2016.11 月一マルシェ　フェアトレード

犬山ワインまつり　フェアトレード

消費生活展　フェアトレード

2016.12 フロイデまつり　フェアトレード

なった

縫製訓練をしている女性

Ｈ．２７年度の里子６名【2回生】

店番をする子ども

サリー作りを手伝う子ども
消費生活展フェアトレード

ベンガル語の挨拶

（布袋北小での国際理解講座）

村久野サロンで行った紙芝居

江南市女性連絡協議会フェアトレード

犬山祭りフェアトレ－ド

BESS総会・セミナー

新しい教科書が配布された

チャンパラ地区の貧しい暮らし

粗末な家の暮らし
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時期 BESSの活動 写真で見るBESSの歩み 学校・縫製教室の状況

8年度
2017.1 新里子　８名

（平成29年)

2017.2 日進南小学校でバングラデシュ講座

女性連絡協議会大会にて

                           フェアトレード

グローバル教育コンクール受賞

2017.3 日進南小学校から文具の寄贈を受

ける

名古屋観光ホテルにて　

　　　　　　　　フェアトレード（パシイワ）

2017.4 犬山まつり　フェアトレード

藤まつり　フェアトレード

2017.5 藤まつり　フェアトレード

子どもフェスティバル　フェアトレード

2017.6 犬山焼酎まつり　フェアトレード

JBCS総会に出席

名東高校にてワークショップ

リーフレット完成

「BESSだより」１３号発行

2017.7 女性連絡協議会映画会

　　　　　　　　　　フェアトレード

2017.8 サマージャズフェスタ　フェアトレード

江南市国際交流フェスティバル

　　　　　　　　　　　　　　フェアトレード

2017.9 バングラデュ講座（大口中央公民館）

2017.10 ふくし祭りフェスティバル

　　　　　　　　　　フェアトレード

ワールドコラボ　フェアトレード

ＡＨＩオープンハウス　フェアトレード

2017.11 犬山ワイン祭り　フェアトレード

消費生活展　フェアトレード

2017.12 犬山フロイデまつり　フェアトレード

バングラデシュスタディーツアー

　　　（森崎・松浦・大池）

グローバル教育コンクール受賞

（審査員特別賞）
Ｈ．29年度里子８名【３回生】

教科書をもらって喜ぶ子ども達

里親からの手紙を受け取る里子

大人とペアになってサリー工場

で働く児童（グローバル教育コ

ンクールで受賞した写真から）

ＢＳＤＰスクールで終了証を渡す

里子とともに「愛知ホスピタル」を

訪問

ＢＳＤＰの縫製訓練修了式典と

歓迎セレモニー

スラム街に住むヌル君の家を

訪問

スラム街の家の台所

ＡＨＩオープンハウス フェアトレード

見事な踊りを披露する

児童労働を演じる
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時期 BESSの活動 写真で見るBESSの歩み 学校・縫製教室の状況

9年度
2018.1 新里子　６名

（平成30年)

2018.2 「BESSだより」１４号発行

女性連絡協議会大会にて

　　　　　　　　　　　フェアトレード

名古屋観光ホテルにて

　　　　　　フェアトレード（パシイワ）

2018.3 国際理解講座（宮田小学校）

2018.4 犬山まつり　フェアトレード

BESS総会セミナー

藤まつり  フェアトレード

2018.5 藤まつり　フェアトレード

子どもフェスティバル

　　　　　　フェアトレード

        BESS総会セミナー

2018.6 ウィルあいちにて募金活動

バングラデシュ講座（名東高校）

2018.7 JBCS総会に出席

女性連絡協議会映画会　

　　　　　　　　　　　フェアトレード

2018.8 江南市国際交流フェスティバル

　　　　　　　　　　　　　フェアトレード

2018.10 市民まつり　フェアトレード

ＡＨＩオープンハウス　フェアトレード

ふれあいまつり　フェアトレード

2018.11 ふじの木園まつり　フェアトレード

ワールドコラボ　フェアトレード

消費生活展　フェアトレード

2018.12 トヨタＴＩＡ世界塾にて

　　　　　　　バングラデシュ講座

犬山フロイデまつり　フェアトレード

Ｈ．３０年度里子６名【４回生】

ベンガル語で紙芝居（セミナーにて）

図書館に新しい本が購入され

ました。

読書をする子ども達

スポーツ賞を受け取る子ども達

トヨタＴＩＡ世界塾

バングラデシュ訪問の話（セミナーにて）

ワールドコラボフェアトレード

犬山フロイデまつりフェアトレード
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時期 BESSの活動 写真で見るBESSの歩み 学校・縫製教室の状況

10年度
2019.1 新里子　１５名　（合計３９名）

（平成31年)

2019.2 アジア太平洋フェスティバル　

　　　　　　　　　　フェアトレード

「BESSだより」１５号発行

女性連絡協議会大会にて　

　　　　　　　　　　　フェアトレード

名古屋観光ホテルにて

　　　　　　フェアトレード（パシイワ）

2019.4 各務原市桜まつり　フェアトレード

犬山まつり　フェアトレード

藤まつり　フェアトレード

2019.5 藤まつり　フェアトレード

（令和元年) 子どもフェスティバル　フェアトレード

2019.6 BESS総会セミナー

「BESS１０年誌」発行

ビンドウ氏来日

アジア太平洋フェスティバル

フェアトレード（北名古屋市）

ＢＳＤＰスクールの朝礼

Ｈ．３１年度カレッジ生4名【５回生】

Ｈ．３１年度里子１１名【５回生】

各務原市桜まつりフェアトレード

ＢＥＳＳのスタッフや会員たち 
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バングラデシュの生活 

バングラデシュにおける児童労働 

（幼児も働いている） 

（バングラデシュはいつも 

カレーを使った料理である） 
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データで見るバングラデシュ 
 

 

  項 目 
バングラ 
デシュ 日本 コメント 

5歳未満児死亡率
（1000人当たり） 

119
人 

3人 
日本の約 40 倍の子ど
もたちが5歳未満で命を
落とす 

衛生施設を利用で
きる比率         

61％ 100％ 
半数近くが安全な衛生施
設を利用できない 

小学校の最終学年
まで在学する率        

66％ 100％ 
中等学校出席率は平均
46％ 

成人識字率  60％ 100％ 
スラム街や田舎に行くと
もっと低く、約20∼30％ 

国際貧困ライン 1 日

1.90 米ドル未満で暮

らす人の比率  

44％ ― 

 
およそ2人に1人が貧困
ライン 以下 

平均寿命  72歳 83歳 
日本は世界１位,バング
ラデシュは世界約117位 

 

国名：バングラデシュ人民共和国  

 

宗教：イスラム教 89.7％,ヒンズー教 9.2％ 

    仏教 0.7％,キリスト教 0.3％ 

略史：1971年にパキスタンから独立 

 

 

 

 

 

 

☆ 賛助会費  （年 2000円） 

☆ 寄付金   （金額は任意） 

☆ 里子支援金 （原則として５年間） 

１～４年  12000円 

         ５年目   15000円 

 

皆様からの支援金は、 

  ＊  現地学校の教育支援 

＊ 現地女性の自立支援 

＊ 里子の学費支援  

＊  会の運営 

などに用いられます。 

 
 

 

 

 

 

 

お問い合わせは、下記事務局へご連絡下さい。 

 

 

 

 

 
 

☆  フェアトレードの販売ボランティアや英訳ボランテ

ィアを募集しています。ご協力をお願い致します。 

 

 

                            

   

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

表紙 

 

 

 

 

 

 

面積：14万 4000 ㎢         

人口：約 1億 6000万人    

首都：ダッカ 

言語：ベンガル語 

 

活動を支援して下さいま

せんか 

 

 
【事務局】 

バングラデシュ教育支援の会（BESS） 

〒 483－8044 愛知県江南市宮後町中町７９   

TEL・FAX 0587-54-4303   

メール m-hanzu@msd.biglobe.ne.jp 

ホームページ http://www7b.biglobe.ne.jp/bess/ 

 

 
【振り込みの場合】 

 
郵便局 ATM  または  郵貯銀行 

口座記号番号 ００８６０-８-１９０４８８  

加入者名  ＢＥＳＳ 

 

 

 
BESS バングラデシュ教育支援の会（BESS）とは 

・ 2009年（平成 21年）に設立 

・ バングラデシュの貧しい子どもたちが教育

を受けることができるように国際支援をす

る草の根団体（NGO/NPO） 

 

 

 

 

出 典 ：ユニセフ世界子供白書（2016年） 

 

バングラデシュ教育支援の会  

 

ＢＥＳＳ 

NGO・NPO活動 をしている団体 

Ｂａｎｇｌａｄｅｓｈ  Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ 
Ｓｕｐｐｏｒｔ   Ｓｏｃｉｅｔｙ 

 

 

 

 

 

１、BSDP 小学校の子どもの教育支援活動 

文具・教科書の支援、校舎建築    

先生の給料の補助支援  など 
 

２、母親など女性達の自立支援活動 

 

     

 

 

 
 

縫製訓練、刺繍・民芸品製作の訓練など 

             

３、国内でのフェア 

 トレード活動 

 

４、里子支援活動 

 

５、国際理解講座活動 

  
 
  フェアトレードを通して 

子どもや女性達をサポートしています 
 

私たちが支援しているバングラデシュの女性たち

が伝統的な刺繍「ノクシカタ」をしたかわいい民芸品

を製作しています。私たちはその製品を適正な価格

で仕入れて販売し、収益金を貧しい子どもたちの教

育や女性たちの自立支援に還元しています。 

主に江南市や近隣市町のイベントで、店を出して販

売し、年に２０回ほどフェアトレード活動を行ってい

ます。 
 

こんな かわいい製品です！ 
事務局でも展示・販売しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  里子支援活動 

里親になっていただき、 

やる気のある子をサポートしています 
 
バングラデシュでは、義務教育（小学校５年間）を

卒業しても、６～１０年生までのハイスクールは義

務教育でないため、入学金や月謝が必要で進学でき

ない子どもが多くいます。そこでやる気のある子ど

もたちがハイスクールに行って勉強し、将来の夢を

実現したり、国を担う仕事ができるように里子支援

活動をしています。 

5 年間、月々1000 円

（年 12000 円、5 年目

は 15000円 ）で 1人の

子どもがハイスクール

を修了することができ

ます。里親の皆様の温

かい御支援により、毎

年６～１０名の里子たちが勉強を続けています。 

 

バングラデシュの貧しい人たちの現状や BESS の

活動を知ってもらい、私たちにできることを考えたり、

身の回りの生活を振り返ったりする機会になればと

願い、国際理解講座を行っています。 

小・中学校や地域のサーク

ルなどに出掛けています。

お声掛けいただければ出

前講座をいたします。 

 

BESSが扱っているバングラデシュの民芸品 

エンゼル協会の女性
達が作った民芸品 

一枚ずつ手描きして染
めたシルクのスカーフ 

BESS の支援で訓練を受け
た女性達が作った民芸品 

一針一針シルクの糸で刺繍した民芸品です。
これからもいい作品を目指して頑張るので応
援してください。 

藤祭りでのフェア
トレード 

～広い視野をもち、 

助け合いの心を育むために～ 

バングラデシュ教育支援の会 

BESS の活動 
 

  2017 年 6 月作成 
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1972 年、独立戦争でパキスタン軍は数百万の人々の財産を奪い、家を焼き払いました。

川の近くに何千人ものホームレスがあふれました。独立戦争の後、家をなくした人々はダッ

カのいろいろな場所に住み始めました。彼らは線路脇や道路脇で生活を始めました。その時

ボンゴ・ボンドウ大統領は貧しくて家をなくした人たちのために何かをしなくてはと考えま

した。 

1974 年の終わりに大統領は彼の家でスラム街の指導者達と話し合いました。３回の話し

合いの後、1975 年１月にダッカの近くの４カ所にスラム街を再建することを決めました。

トラックで家をなくした人々を運び、ナラヤンゴンジ県のチャンパラ地区にスラム街を作り

ました。 

大統領は約束したことを実行出来ませんでした。1975 年８月に彼は家族と共に暗殺され

たからです。その結果、スラム街の人々はよい方向に変わることが出来ませんでした。 

その後、バングラデシュワールドビジョンというＮＧＯが５５０００人のスラム街の人々

の命を守ろうとしました。 

最初に彼らは７ｋｇの米、２ｋｇのダル（カレーのスープ）と５ｋｇのじゃがいもを分け

与えました。その一方で子どもたちへの支援を始めました。結局いろいろなトレーニングが

子ども達になされました。 

 ボンゴ・ボンドウ大統領がなくなってから、政府はスラム街の人たちを助けることはなか

ったのです。ワールドビジョンだけがスラム街の人々を助けてくれました。その後 1987 年

に彼らは引き上げて行きました。 

 

 

 

 この地区の殆どの人々はリキシャ引きやドライバー、バスの助手、トラック労働者、日雇

い労働者、製粉場の労働者や地方の小さな会社員などです。 

女性はダッカに働きに出かけました。ダッカのいろいろな通りで灰を売りました。こうし

て彼らは彼らのパン代を稼ぎました。 

男性も女性もジュートの粉砕工場、Demuna の織物工場で働き，ある者は Shitalakha 川

の渡し船の船頭などをしました。 

やがて彼らは竹の家に造り替え、それからブリキの家を作りました。バングラデシュの織

物の輸出が始まると、この地区の女性は縫製工場で働き始めました。 

 

 

 

 

 男性は賭け事やドラッグ中毒になったりします。彼らは数回結婚して、他の地区へ行って

しまいます。このため、女性と子どもは生計をたてるため、輸出衣服の工場で働きます。 

女の子のほとんどは早婚です。このスラムの女性はパン代を稼ぐため小さな店を開きます。

チャンパラスラム街の生活の様子 

スラム街の男性の生活の様子 

 

バングラデシュ 

チャンパラスラム街の歴史 
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またある者は家々を回りながら売り歩きます。ＢＳＤＰのノクシカタ訓練が始まってから、

多くの少女は小物を作って彼女らの生計を立てています。彼女たちはローンをミシンを買い、

ＢＳＤＰの訓練を受け、輸出用衣服工場で働きます。 

 

 

 

 1975 年バングラデシュワールドビジョンはナバキショロイ小学校を作りました。彼らは

ミルクを子ども達に与え、またビスケットも与えました。 

1982 年、私、ビンドウはバングラデシュワールドビジョンの一員に加わりました。私は

小学校を中学校にグレードアップしました。バングラデシュワールドビジョンは 1987 年に

活動をやめてしまいました。  

それからＵＳＴという国のＮＧＯが教育、健康、リキシャ、女性社会と縫製トレーニング

プログラムを始めました。1988 年、ナバキショロイ中学校はナバキショロイ高校と女性の

短期大学にグレードアップしました。これはこのスラム街の子ども達にとって、たった一つ

の高校と女性の短期大学です。 

私は高校を運営する傍ら、1989 年にＢＳＤＰ地方団体を設立しました。私はリーダーシ

ップトレーニング、働いてお金を稼ぐトレーニング、小学校教育や縫製訓練を始めました。 

しかし 2001 年、ＵＳＴは活動をやめてしまいました。結局、縫製訓練はやめてしまい、

ＢＳＤＰ小学校の児童数は衰退しました。 

2003 年にモデルプライマリースクールと女性グループの会の活動はすべて止まってしま

いました。 

 

2008 年に私は ILDC の訓練を受けるために日本のアジア保健研修所 AHI（愛知県日進市）

のプログラムに参加しました。その時私は日本の森崎さんを紹介してもらいました。彼女の

家でホームステイをして、彼女と話す機会があり、バングラデシュの学校の苦境について話

しました。 

 2009 年の 2月、森崎さんにバングラデシュに来てもらい、BSDPのプログラムを見てもらい

ました。彼女は女性の集まりに感激し褒めてくれました。支援してもらえるかどうか検討し

てもらえることになりました。 

 

2009 年の 5 月から日本の人たちに支援を始めてもらいました。BSDP は活動をストップし

てもう終わりだと思っていましたが、続けることができるようになりました 。 

BESSの支援により BSDPスクールの先生の数も増え刺繍の訓練も始めることができるよう

になりました。それまでは小学校の生徒たちはそんなにたくさんいませんでした。学校も暗

くて狭く、雨が降ると雨漏りし、床も水浸しになっていましたが、BESSの人たちが支援して

くれて校舎の建て直しをしてくれました。暗くて校舎がとても狭かったけど、大きく明るく

なりました。子供は教室で勉強しやすくなりました。教師たちはみんな喜んでいました。そ

してミシンの訓練と共にノクシカタ刺繍の訓練も始めました 。 

 BSDPスクールとノクシカタ刺繍や縫製訓練のおかげでチャンパラのスラム地域は変化し

てきました。子供が勉強することにより親も字が読めるようになってきて意識も高まり、学

校に行かせるべきと考えるようになりました 。 

 

2014 年ＢＥＳＳは更に新しいプロジェクトを始めました。貧困のためにハイスクール

チャンパラスラム街の教育状況 
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（中・高等学校）に進めないＢＳＤＰ小学校の生徒を、里親の支援でハイスクールに行ける

ようにしました。それによって貧しくてハイスクールに行けなかった子が中・高等学校に進

学できるようになりました。（バングラデシュの義務教育は小学校の 5 年生までで、その後ハイス

クールに進むには、入学金や月謝、教科書代などが必要で、行くことができない子どもが大勢いる。） 

 生徒の中には父がいない、母がいないなど片親の生徒や両親がいない生徒もいます。そ

のような子たちがハイスクールに行けるようになったのです。その里子の中にはノクシカタ

刺繍をして家計を助ける子もいました。 

2015 年、BESS の支援で BSDP スクール、ナバキショロイハイスクール、カレッジはとて

も成長しました。この大きな変化はとても嬉しいことです。 

中でも図書館設立は大きなことです。 

図書館ができてから BSDP の生徒は毎日図書館へ行き本を読んでいます。今までは勉強以

外の本を買うことができなかったけど多くの本を読むことができ、たくさん知識を得ること

ができるようになりました。 図書館は学校に必要不可欠なものです。BESSの支援で BSDP小

学校、ハイスクール、カレッジに図書館ができました。これはとても大きな変化でした。教

育の場に図書館はなくてはならないものです。 

 

 学校を運営することはたやすくありません。 しかし教育を受けた人には自信がつきます。

私はこの学校を続けることができて大変光栄です。BESSの支援なくして BSDP スクールやノ

クシカタ訓練は続けることができませんでした。 

  

昔、私たちはミルクやビスケットを子ども達に与えなければなりませんでした。 

今は子ども達の親は意識して子どもを学校に行かせようとしています。 

しかし、今 1 つ大きな問題があります。それは彼らの住んでいるチャンパラ地区はダッカ

ＷＡＳＡのものです。今の政府の元では学校を移動することは不可能です。この土地が彼ら

の名義になるまでは・・・・・。  

チャンパラスラム街の人々はずっとここに長く住んでいます。しかし、この土地の持ち主

はダッカＷＡＳＡのものです。 

将来、チャンパラスラム街の人々が土地の所有者になることを願っています。彼らは議会

に土地の所有を求めています。 

 

ありがとうございました。 

 

ナジバル  ラーマン  ビンドウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＳＤＰスクール 創設者・校長 
ナバキショロイハイスクール・女子短期大学創設者・校長 
ＢＳＤＰ理事 
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基本事項 

 

 

 

 

国名 バングラデシュ人民共和国 

面積 14 万 7 千 km² （日本の約 4割の面積） 

人口 1 億 6,365 万人    （人口密度が非常に高い）２０１８年１月 

首都 ダッカ 

民族 ベンガル人が大部分を占める 

言語 ベンガル語 

宗教 イスラム教徒 88.4％、その他（ヒンズー教徒、仏教徒、キリスト教徒）１１.６％ （２０１７年） 

通貨 タカ   1 バングラデシュ タカ = 1.33 日本円 (2019/04/22 時点) 

略史 1971 年 12 月 16 日バングラデシュとして独立 

 バングラデ
シュ 

日本 コメント 

5 歳未満児死亡数 
（1000人当たり）(人) 

106 人 3 人 
日本の約 35 倍の子どもたちが 5 歳未
満で命を落とす 

基礎的衛生サービスを利用する人の割合
（％）（都市部） 

47％ 100％ 
半数以上が安全な衛生施設を利用で
きない 

小学校の最終学年まで在学する率（％） 66％ 100％ 家庭の事情で退学する児童も 

成人識字率（％） 71％ 100％ 
成人の約３割が読み書きができな
い。スラム街や田舎に行くともっと
かなり低い。 

国際貧困ライン 1日 1.90米ドル未満で 
暮らす人の比率（％） 

22.3％ ― 
およそ 5 人に 1人が貧困ライン 
以下     

平均寿命（年） 72.49 歳 84.2 歳 
日本は女性が世界 1 位、バングラデ
シュは９７位 

バ ン グ ラ デ シ ュ 

★ＢＳＤＰスクール 

★ＢＳＤＰスクール 

データで見るバングラデシュ      
＊2016 年現在 

           

＊2013年 6月現在 

           

＊2013年 6月現在           

＊2013年 6月現在 

出典：ユニセフ世界子供白書 

 

 

 

 

 平成 31年 4月 1日（外務省） 

※  これはバングラデシュ全体の統計であり、支援しているチャンパラのスラム街はもっと

悪い状況である。 

 
ヒマラヤ山脈からガ

ンジス川など３つの大
きな川が流れ込むデル
タ地帯である。      
雨季には国土の３分

の１が水につかる。 
洪水がよく起こり、

貧しい原因にもなって
いる。 
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 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年 

幼 児 ４５人 ４５人   ５０人   ６０人   ８８人  １１０人 

１年生   ９３  １０１  １００   ７０   ８４   ６４ 

２年生   ３１   ６０  １００  １１２   ５５     ５７ 

３年生   ２６   ３３   ６０   ６６   ７９   ６５ 

４年生   ２４   ４７   ５０   ５１   ５２   ７５ 

５年生   ３３   ４５   ３５   ３８   ４６   ５０ 

合 計 ２５２人 ３３１人 ３９５人 ３９７人 ４０４人 ４２１人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 

幼 児 ６０人 １２０人   ６１人    人   ８１人 

１年生  １０８   ５０   ５１  １３５   ６７ 

２年生   ６５   ５０   ６３   ４３   ６６   

３年生   ７０   ４０   ８８   ４５   ７１ 

４年生   ６５   ４５   ７７   ４５   ４４ 

５年生   ６２   ３５   ７９   ３５   ３３ 

合 計 ４３０人 ３４０人 ４１９人 ３０３人 ３６２人 

BSDP スクール児童数の推移 

毎年３００人から４００人の子ども達が学校に通うようになった。 

BSDP スクールの子ども達 

BSDPスクールの先生方と共に 

           

＊ 2013 年 6 月 現在           

＊2013年 6 月現在 
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                        BSDP スクールの時間割                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チャンパラ スラム街 女性の縫製訓練  
      毎年の 修了生の数 

                             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ http://www7b.biglobe.ne.jp.bess/ 

 

 時間 幼児 1 年 2 年 

1

部 

① 8:00~8:30 ベンガル語 ベンガル語 ベンガル語 

② 8:30~9:00 算数 算数 算数 

③ 9:00~9:30 英語 英語 英語 

 3 年 4 年 5 年 

2

部 

9:30~10:00 集   会 

① 10:00~10:40 ベンガル語 ベンガル語 ベンガル語 

② 10:40~11:20 算数 算数 算数 

③ 11:20~12:00 英語 英語 英語 

④ 12:00~12:40 社会 社会 社会 

⑤ 12:40~ 1:20 理科 理科 理科 

⑥ 1:20~2:00 宗教 宗教 宗教 

 午前 

8::00～12:00 

午後 

3:00～6:00 

 

合計 

1～4 月  １５  １５  ３０ 

5～8 月  １５  １５  ３０ 

9～12 月  １５  １５  ３０ 

合計  ４５  ４５  ９０名 

バングラデシュの小学校は放課な

しで、毎日同じ時間割である。 

1・2 年は 30 分ずつ 3 教科。 

3・4・5 年生は 40 分ずつ 6 教科を

勉強する。 

教室が足りないので 1 部で低学年

が勉強し、そのあとチェンジして高

学年が勉強する。  

 途中から来る子や早く帰る子もた

くさんいる。学校に飲める水はでな

いので水が飲みたい時は家に帰る。

そのまま帰ってこない子が多い。 

金曜日を除く毎日訓練している。 

 訓練後は縫製工場に就職したり、

ノクシカタ刺繍の民芸品を作るこ

とができるようになり、女性達も現

金収入を得ることができるように

なってきた。 

ＢＳＤＰ の 女 性 達 
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皆 様 

2018 年の暮れに現地の子ども達を対象に母語のベンガル語による「作文コンクール」を行いまし

た。その結果、現地の子供たちの生の声がたくさん届きました！ 

テーマは 「嬉しかったこと、悲しかったこと」   

ベンガル語で書かれたたくさんの子供たちの作文を、日本に留学中のホセインアキコ様が翻訳し

てくださいました。 

その子供たちの生き方、考え方は何という素晴らしいことでしょう。 

貧しい中にありながらも家族が愛し合い、 必死に生きている様子が手に取るようにわかりました。 

貧しい中で理不尽な目に合い、悲しみに堪えている子もありました。 

この子供たちの作文には考えさせられるものがあり、 最近の日本の子どもや大人たちが忘れかけ

ている大切なものがあると思いました。 

そして 7 年前に図書室を作り、フェアトレード活動や募金活動などをして、毎年たくさんの本を

贈ってきたことなど本当によかったと感じさせてくれました。 

これもひとえに皆様方のご理解・ご協力のおかげと厚く感謝申し上げます。 

皆様どうかこの子供たちの声を読んでいただけますと嬉しく思います。 

                     （現地の先生方の作文も一部載せました。） 

 

 

 

 

 

 

◎  ムニ アクター  （ 7 年生 ）  

  

私は１３才で 7年生。もうすぐ８年生です。 

毎日学校に行って勉強しています。宿題も毎日きちんとしています。 

ブーシュラは私の親友です。学校から帰って一緒に遊びます。 

 

私は将来医者になりたいと思っています。里親の牧野けいすけさんが、私が勉強するのを

助けてくれます。日本の里親さんは２番目の両親として尊敬しています。私は牧野さんのお

かげで、学校をあきらめず勉強しています。 

 

私の夢を応援してくれるもう一人の人は私の母です。私には小さな妹がいます。4歳です。

母は私たちのために、一生懸命働いています。家族のためにも私は将来医者になって、家族

に良い生活をさせてあげたいです。 

 

私の母は他の人とちょっと違います。母は体に障害があります。だから働くのも大変です。

他にもまだ問題があります。母は私たちと一緒に住んでいません。いろんな所を転々として

ナバキショロイ ハイスクール 生 徒 の 作 文 

最 優 秀 賞 
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います。月に２～５日間家に帰ってきます。 

母がいない間、祖母が私と妹の面倒をみてくれます。祖母は私たちが学校に行くように、

父を説得してくれました。 

 

私の父はほとんど家にいないので、私は父の愛情を知りません。父は私たちに何もしてく

れません。私の父の名前はアブドールで、公務員です。しかし、父は私たちを残して他の人

と結婚しました。何の連絡もくれません。 

 

母の名前はリナ・ベグムです。障害があるけど立派な人です。しかし、障害のために普通

の生活ができません。４人姉妹です。姉は結婚しています。２番目の姉は父が連れて行きま

した。私と妹が祖母にみてもらっています。 

 

この１年間で嬉しかったことは学校に本がたくさん入ったことです。 

わたしは将来、医者になりたいと思っています。学校には医者に関する本もあります。 

図書館の本を読むのは楽しいです。わたしはいつも水・木曜日に本を読みます。 

最近図書館に新しい本がたくさん追加されたので本を読むのがもっと楽しくなりました。 

 

私には夢がもう一つあります。それは難しいのでかなうかどうかわかりませんが、できる

と信じています。 

私の家族は父と母と私の 3人と、幼い妹がいます。妹を学校に行かせて立派な人にさせる

ことが夢です。 

私の父母は私が将来立派な人になれるようにと BSDP スクールに通わせてくれました。 

妹も将来 BSDP スクールに通えるといいです。 

 

私は人生でいろんな苦労をしたいと思っています。苦労をするとその分強くなると聞き

ました。 

前に大変な思いをしたときに先生たちが私たちを助けてくれました。その時の先生にあ

りがとうと言いたいです。私がここまでこれたのはいろんな人の支えがあったからです。こ

の先生なしでは今の私はなかったでしょう。 

 

私の両親は私に勉強する機会を与えてくれました。ありがとうと言いたいです。 

先生にもありがとうと言いたいです。家族全員と先生に感謝しています。里親さんにもあり

がとうと言いたいです。 

ＢＳＤＰスクールの先生にもありがとうと言いたいです。 

私は日本の里親さんにもとても感謝しています。 

私は勉強する楽しさを知りました。 

将来医者になるためにたくさん勉強をしています。 

医者になろうと決心したのはおじいちゃんが病気で亡くなったからです。 

おじいちゃんには亡くなる前に医者になれるようにしっかり勉強しなさいと言われました。 

私は今少しずつ夢に向かっています。 

私は小さいとき私が学校に行って勉強できるとは夢にも思っていませんでした。私は今、
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医者になるという夢をかなえたいです。 

 

私が医者になりたい理由は次の通りです。 

チャンパラにはたくさんの人が住んでいます。 

しかし衛生状態が大変悪いです。そして病気になると病院にも行けず死んでしまいます。 

お金がないので治療ができません。治療ができれば助かる人がたくさんいたと思います。 

私はこの地域の医者になりたいです。無料で診療する医者になりたいです。 

 

私は祖父のことが大好きでした。母方の祖父で厳しい人でした。でもみんな祖父のことが

大好きでした。祖父は別の所に住んでいましたが、体が弱くなって近くに来て住むようにな

りました。 

父方の祖父は私たちのことを我が子のようにかわいがってくれました。祖父が亡くなっ

てとても悲しかったです。祖父は私の人生にとってとても大切な人でした。とても大切で大

きな存在の人でした。私は祖母にはあったことがありません。 

 

もう一つ悲しい出来事は学校での授業参観でのことです。 

先生は父母を学校に呼ぶと言いました。母は忙しくて誰も来ませんでした。昨年だったら祖

父母に来てもらえたと思うけど、今年はだれも来てもらえる人がありませんでした。 

 

今年の学校生活はとても良かったです。 

今年、私の母が何か月ぶりに来ました。私はとても嬉しかったです。 

５～６日滞在した後帰っていきました。またいつ来るか楽しみです。 

数日間母と一緒に過ごせて嬉しかったです。来てくれてありがとうと言いたいです。 

 

 

 

◎  ルパリ・アクター  （ ７年生 ）     

 

 私の名前はルパリ・アクターです。７年生です。学校に行くのがとても好きです。チャン

パラに住んでいます。母の名前はナズマです。父の名前はロフィック・ホセインです。 

親友の名前もナズマです。兄が２人いて、名前はナムズルとハサンです。 

 

 私は歩いて学校へ行きます。距離が遠いので大変です。学校にはたくさんの友達がいます。

新学期に行く日は、必ず新しい服を用意してくれます。新しい気持ちで学校へ行くと新しい

気持ちで勉強をがんばれます。その時にとても嬉しい気持ちになります。みんな新しい服を

着てくるので、色とりどりできれいです。みんな私のことをきれいと言ってくれて嬉しかっ

た。 

 

 新年の翌日は休みだったので、家族で伯父の家に遊びに行きました。伯父は一人で暮らし

ています。みんなのことをかわいがってくれて、私たちを歓迎してくれました。伯父と１日 

過ごせてとても楽しかったです。 

優 秀 賞 
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 学校はとても広くてきれいです。図書館があります。私の友達は図書館に行って本を読み

ます。物語が好きです。私は帰宅すると、家の手伝いをし、宿題をし、分からない時は兄に

聞きます。ノクシカタもします。ハンカチやベッドシーツに花を刺繍します。たまに失敗し

ますが、刺繍は楽しいです。その後、時間があれば遊びに行き、帰ってきたら母の料理の手

伝いをし、夕ご飯を食べます。料理が好きなので、図書館の料理の本からレシピを書いて持

ち帰ったりします。何回か日本のレシピを見たことがあります。日本では生の魚を食べます。

生の魚は食べたくないです。 

 

 勉強を今、すごくがんばっています。勉強をがんばって医者になりたいです。人生の中で

勉強は役に立たないということはないので、早く大きくなって知識を身につけて、両親を楽

にさせたいです。 

 

 三嶋節子さんにお礼を言いたいです。彼女は私に勉強する機会を与えてくれて、とても感

謝をしています。彼女がいなければここまで勉強はできなかったと思います。９月に大きな

試験を受けてとてもよい結果がでました。ありがとうと伝えたいです。１２月にも期末試験

を受けました。まだ、結果は出ていませんが、よいと信じています。 

 

 里親の方にこの場を借りて「ありがとう」を言わせてください。私は日本の皆さんにあり

がとうと伝えたいです。日本の皆さんは私たちを助けてくれています。図書館で日本の本を

読みました。日本はとても立派な国だと知りました。私は今後もっと勉強して立派な人にな

りたいです。 

 私はいつも学校の先生にいろいろなアドバイスをもらっています。優しくいろいろなこ

とを教えてくれます。分かり易いので、とても楽しく勉強できます。この学校に入ることが

できて、とても感謝しています。これからも勉強に励み、たくさんの知識を身につけて、人

に誇れる人間になりたいです。 

 

 

 

◎   エティ アクター  （ 9年生 ）      

 

私は園芸をするのが好きです。園芸することで心が豊かになります。これは私の癒しです。

花が咲くと家の周りは花の甘い匂いに包まれます。それが私の大好きなことです。そして、

花を育てることは家族の趣味でもあります。 

裁縫も私の趣味です。母から教わりました。時々妹におもちゃを創ったりします。 

私はきれいなものが好きです。きれいなものはみんな好きです。きれいな服、美しくいる

ことは周りの人も喜んでくれます。学校でもきれいでいることを教えられます。学校をそう

じしたりします。きれいでいると気持ちがいいです。 

私は本を読むことも好きです。私はとても勉強が好きなので、近所の人は私を「本の虫」

と言います。近所の人や友達から多くの本を借りて読みました。本からいろいろな知識を得

優 秀 賞 
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ました。 

ボンゴボンドウ（大統領）や世界情勢、どのような仕事があるかなどの知識を本から得ま

した。ＢＳＤＰに新しい本がきて、もっと新しい本を読むことができて嬉しいです。本が増

えてからというもの好きなだけ本を読んでいます。最後に私はＢＳＤＰの本の中で世界の

人々について学びたいと思っています。私はその中で、一つの本と出合いました。その本は

経済的に苦しい中で、私に希望を与えてくれました。 

家族の中で私は末っ子です。お父さんとお母さんは私にできるだけの教育を与えてくれ

ました。私はその本の中の人のように立派になって、父母を安心させたいです。将来父母が

困ることがあれば、学んだ力で親を助けたいと思います。両親の美しい心と、力強い愛情は

私の誇りです。 

私は早く親を助けられるような人になりたいです。 

 

 

◎  シャーミン アクター   （ 9 年生 ） 

 

私の名前はシャーミンです。9年生です。 

私は家族のために勉強しています。 

母は家で仕事をしています。父は工場で働いています。 

家族はみんな仲がいいです。 
 

両親の次に大事なのは学校の先生です。先生はいろいろなことを教えてくれます。 

先生たちとは友達のように仲がいいです。いろいろなことを教えてくれるので勉強は 大

好きです。先生は私の将来のことをよく考えていてくれます。 
 

きれいでいることや片づけはとても大事なことです。 

部屋だけでなく全体をきれいにすることが好きです。 

きれいにすると気分がいいです。 
 

私達は今大人になる途中です。自分で判断する力を付けなければいけません。 

清潔でいることを覚えなければいけません。 
 

本は私の 1 番の友達です。友達と図書館に本を読みに行きます。 

本からはいろいろなことが学べます。 

私は歴史の本が好きです。昔のことを知ることは興味深いです。 

家にも本があります。本はとても楽しいです。 

私たちはたくさんの本を読むべきだと思います。 
 

BSDPスクールに新しいたくさんの本がきました。 

いろんな本の種類がきました。図鑑や小説、外国の英語の本もあります。 

この本を読んで知識をつけたいです。 

私は暇なときに図書館に行って本を読みます。 

みんなもっと本を読むべきと思います。 
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私は園芸をすることが好きです。園芸をすることで癒されます。 

暇な時に私は庭をきれいにしたり、草取りをしたりします。 

毎日花に水やりをします。庭にいろんな花が咲きます。 

自分で育てた花を見ると癒されます。野菜なども育てています。 
 

私にはたくさんの友がいます。いつも一緒にいます。 

しかしいい友を作ることはとても大変です。影響が強いので、悪い友達と仲良くすると 

私も悪くなってしまいます。 

本当の友は、つらいときに離れていかずそばに寄り添ってくれるのが本当の友と思います。 
 

私は家で母の仕事を手伝います。私はお手伝いがとても好きです。 

母の仕事だけでなく他の人の仕事も手伝います。 

家族は私が好きです。 

 

 

◎ メラジュル  （ 9 年生 ） 

 

2018 年で悲しかったことは父が失業したことです。２月４日でした。母は仕事を探して

いました。なかなか見つからず父まで失業してしまいました。父は大変な思いをしながら新

しい仕事につきましたが、数ヶ月間は大変でした。食べるものもお金もなく大変でしたが、

勉強だけはしなさいと学校へ行かせてくれました。父母が働いている間に家事をして支え

ました。この間に家族の絆が深まりました。 

 

嬉しかったこと 

 ６月になって、私たちの生活は前のように良くなり、母は刺繍の仕事で収入が少しずつ得

られるようになりました。父はそんなに収入がないので母が生活費を出しています。私も勉

強すると同時に少しずつ仕事もしています。大変ですが、勉強は大切なのでこれからも頑張

っていきたいと思います。今はなんとか生活できますが、家族がいたからできたと思います。 

 

先生たちについて 

 私は学校の先生たちが好きです。シラス．ホセイン．メヘディとミス．ムンニ．ベグム先

生が好きです。理由は私が苦しいときに勉強を続けられるように全力で私を支えようとし

てくれたからです。もちろん他の先生たちも好きです。ムンニ先生は特別に私を助けてくれ

ました。私が将来の夢を実現できるようにいろいろなことを教えてくれました。貧しい中で

希望を与えてくれました。家に来て、勉強が続けられるように説得してくれました。 

 

友達について 

 貧しいですが、友達はたくさんいて寂しくはないです。勉強するときは一緒に勉強してい

ます。友達のお母さんたちが苦しいときお金を出して助けてくれました。感謝してもしきれ

ません。ディニスラム、パルデス、モリアン、フィロザ、ジャミンが助けてくれました。彼

らが苦しいときは一番先に助けに行きます。彼らは本当の友達だと思っています。 
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掃除について 

 家や学校をきれいにすることを心がけています。中も外もきれいにするととても気持ち

いいです。整理整頓も好きです。家では部屋の中を掃除します。家族全員が気持ちよく過ご

せるように心がけています。 

 

家事について 

 家で母の仕事を手伝います。家事はとても難しく慣れないと失敗します。 

できるようになると楽しいです。家事に慣れてきたので、お店も手伝って、もっと慣れるよ

うにしたいです。 

 

 

◎ カルコナ   （ ７ 年生 ） 

 

私の名前はカルコナです。田舎はシレットです。しかし私はチャンパラに住んでいます。

私は両親と兄弟と住んでいます。 

 

私のお父さんは警察官でした。 

父は一緒に住んでなく、近くの寮のある所に住んでいます。母は働いています。 

私たちのために両親はとても苦労しています。私は両親を誇りに思っています。 

 

私がとても悲しかったことは、友達が両親を亡くして、孤児院に入ったことです。 

仲のいい友達で、ともに勉強したり、遊んだりした友達だったのでとても悲しかったです。 

私はまた友達に会える日を楽しみにしています。 

友達のことを思うと寂しいですが、彼女が元気でいることを願っています 

 

楽しかったことは家族で遊びに行ったことです。 

私は家族で出かけることがとても好きです。学校からも遠足に行ったことがあります。家族

と出かけたときは、小さな自然公園に行きました。花がきれいに咲いていて、とても癒され

ました。父母と共に楽しみました。父母は私が行きたいという所にはできるだけ連れて行っ

てくれます。 

 

学校は私が一番好きな場所の一つです。先生方もとても好きです。先生方はいろいろなこ

とを教えてくれます。そして、先生たちは私たちの将来のことを考えてくれています。 

学校には友達もたくさんいます。友達と一緒にいろいろな話をします。試験の点数を競い

合ったりします。負けると少し悔しいです。でも、一緒に勉強できるので楽しいです。 

 

図書館で私の好きな本は、物語の本です。物語の本で自分の知らない世界や見たことのな

い世界が見れます。私は小さいころから本が好きでした。今は学校でたくさん本が読めてと

ても嬉しいです。私はいろいろな本を読むことを学びました。昔は物語だけだったが、今は

いろいろなジャンルの本を読むことを学びました。今は植物の本を読んでいます。 
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試験の後、私はいろいろな所に遊びに行きます。フェアトレードパークに行ったり友達の

家へ遊びに行ったりします。一年で一番楽しい時期です。友達と一緒に遊びすぎて怒られた

りします。でも、次の学年の準備のために勉強もします。友達と一緒に勉強して来年も頑張

ろうと思います。 

 

 

 

◎  モンスラ・アクター   （ 7 年生 ） 

 

私の名前はモンスラ・アクター・イキです。７年生です。今度８年生になるので、たくさ

ん勉強しています。 

 

家族は父、母、兄弟がいます。兄は優しく賢いです。母には３人兄がいます。みんなとて

もやさしいです。父はアハメド・ホセイン。農業をしています。畑の仕事を頑張っています。

稲刈りは朝から夜遅くまでかかります。 

母も働いています。小物を作って売ったり、他の家の仕事を手伝ったりして稼いでいます。

両親はとても仲が良く、私と兄の勉強のために頑張っています。２年前に祖父が亡くなり、

悲しかったです。 

 

 私には２人友達がいます。家の近くに住んでいて遊んだり、勉強したり、出かけたりしま

す。２人とも学校は違いますが、とても仲良しです。兄が２人いて、２歳と５歳上です。２

人とも勉強を教えてくれます。 

 

図書館にはいろいろな本があり、バングラデシュの歴史や小説などいろいろな分野の本

があります。知識を得ることは生きていく上でとても大事だと思います。図書館で小説や歴

史の本を読んだりして知識を身につけています。図書館にいる人は優しくいろいろな本を

教えてくれます。 

 

 嬉しかったことは神様に願い事をして叶った時です。願いが叶ったので嬉しいです。 

１２月１８日、この日私は嬉しい気分になりました。この日を待ち遠しく思っていました。

昔住んでいた所に行って昔の友達に再会できたのです。兄も昔の友達に会えて嬉しかった

と言っていました。この日は私にとって忘れられない日になりました。 

悲しかったのは、伯父がなくなったことです。朝起きて伯父が亡くなったことを聞きまし

た。伯父は母の一番上の兄で、私たちによくしてくれた人です。私は伯父が大好きでした。

この知らせはとても信じられなく夢の中の出来事のようでした。この日は心から私にとっ

て悲しい日になりました。 

 

母は苦労して私たちを育ててくれています。朝から晩まで働いて私を支えてくれます。母

は家事が上手でステキな女性です。私が勉強するととても喜んでくれます。私のことをとて

も愛してくれます。母の料理はとてもおいしいです。 
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 試験の終わった日は家に飛んで帰ります。母に終わったことを報告して遊びに行きます。

兄とボードゲームなどをして遊びます。そしてテレビのお笑い番組を見るのが好きです。 

 

 

◎  アクリマ アクター   （ 9 年生 ） 

 

私は本を読むことや勉強することが好きです。学校で私はいつも勉強します。 

先生たちは私たちに勉強を教えてくれます。 

家に帰ると、まず宿題を終わらせます。家は静かで勉強がしやすいです。皆が配慮してくれ

るので勉強しやすいです。 

勉強が終わると物語の本を読みます。私の家には短編の物語の本がたくさんあります。 

小さいころからその本をさわってきました。 

私はノクシカタについての勉強もしています。私はノクシカタについて勉強をするのが好

きです。（ノクシカタ：バングラデシュに古くから伝わる刺繍のこと） 

 

勉強が終わった後、家の仕事を手伝います。紙で袋を作ります。私の妹たちも手伝います。

父母の仕事も手伝います。ベッドメイキングをしたり、服をたたんだり洗ったりします。

時々服を干したりもします。そのあと時間が余ると妹に勉強を教えます。 

 

私は BSDPスクールという小学校で勉強していました。そこの図書館で本を読むのが好き

でした。そこではいつもたくさんの本を読みました。いつも水曜、木曜日は図書館で本を読

むと決めて通いました。試験前は行けなかったですが、それ以外は行きました。本に囲まれ

て本を読むのはとても気持ちがよかったです。中でも小説を読むことが一番好きです。 

 

本を読むと同時に、ノクシカタを縫うことを始めました。 

ほかにも家の掃除や家事についても勉強しました。汚いものを見るのが嫌いなので、率先し

て掃除をしました。学校の教室もきれいにしました。たくさんの人がいるとすぐに汚れるの

で掃除が大変でした。でも掃除をした後はとても気持ちがよかったです。本を読んで、掃除

をしないと病気になりやすいと知りました。家族が病気になると嫌なので、掃除をいつもす

るようにしています。 

 

学校について私の考えを書きます。 

学校に行くことは大切だと思います。学校は朝早く始まるので、早起きの習慣が付く。歩い

ていく。楽しい友達と会える。たくさんの友達がいて兄弟姉妹のように仲がいい。 

私の親友はタスリムで、同じクラスで勉強しています。学校生活を彼女と一緒に送り、姉妹

のようなものです。彼女になんでも相談し、勉強も一緒にします。彼女が私の一番大切な人

です。 

 

それより大切なのは母です。母は私にとってすべてです。母は私を学校へ通わせ、女性で

も学ぶことは大切と教えてくれます。 

私は母が好き。母も私が好き。母はなんでも相談でき、私の良い友達です。 
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2018年に悲しいことがありました。１０月１６日、私のおじいちゃんが亡くなりました。

優しく皆のことを愛してくれたおじいちゃんです。とても悲しかった。おじいちゃんは戦争

経験者です。国の人々をたくさん助けました。薬屋さんの店番をしていました。戦争でたく

さんのけが人が出て、店の人といっしょに薬を配り、私にとって祖父はほこりです。 

私が学校に入る事を一番すすめてくれたのも祖父でした。 

祖父は勇気のある人で、尊敬しています。祖父のようになりたいと思っています。 

そのためにはたくさん勉強しなくてはなりません。 

 

2017 年１２月２８日、嬉しいことがありました。この日、イーストウエストメディカル

カレッジに行き、いろいろなものを見ました。BESS の皆さんと一緒に行き、その日のこと

は今でも昨日のことのように思い出されます。BESS の皆さんに会うことで日本について興

味を持ちました。日本からバングラデシュにはるばる来てくれて嬉しかったです。 

 

 

 

 

 

◎  ジヌク （５年生） 
 

 私の名前はジヌク．アクター５年生で勉強しています。私はとてもよい生徒だと思います。

クラスのみんなは私のことが大好きで、みんなもとてもよい友達です。 
 

 私はチャンパラに住んでいます。家の住所は７７８番通りの２番目の家です。 

私は４人家族で、父母、弟がいます。 弟は２歳です。父母は私たちのことを愛していま

す。私の父は会社で働いています。時間があれば一緒に遊んでくれます。母は主婦で一日中

働いています。だから私は母の手伝いをします。母の傍にいてできるだけ手伝います。 
 

 嬉しい日は学校のテストが終わった日で、走って帰ります。たまに別の場所に行きます。

動物園、遊園地、お祭りなどに行きます。動物園で鳥を見るのが好きです。とても楽しいで

す。友達とも遊んだりします。そのほかにも田舎に家族と一緒に帰ります。 
  

悲しい日は気持ちがとても沈みました。父方の祖母が亡くなりました。母方の祖母は海外

に住んでいます。父方の祖母とは一緒に住んでいて親しかったので、とても悲しかったです。 

 

 

◎   ニパ アクター ジュイ   （５年生） 

  

 人生にはいろいろなことが起きます。忘れられない事があります。思い出すと悲しいです。

これは１年前のことです。父が急病になり、治療のためにいろいろな所に行きました。大き

なダッカの病院にも行きました。ＭＲＩをするととても大きな病気があることが分かりま

BSDP小学生 
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した。気づくのが遅いと医者に言われました。それを治すためにとてもお金がかかりました。 

母はお金をがんばって集めました。その時私の進級も重なって、家にはお金がありません

でした。そのため進級を諦めました。家で勉強しました。（来年進級したときについていけ

るように） 

父は手術も成功して元気になりました。しかし、その後調子が悪くなり、床につきました。

母は３つの仕事を掛け持ちしました。それは大変で続けられるものではなかったです。母を

助けるため手伝いましたが、十分に助けられなかったです。 

その経験から、人にはいつ、何が起こるか分からないので、できることを今やっておくこ

とが大切と思いました。 

 

 

◎   サディア アクター チャイティ （５年生） 

 

 2018年、私には嬉しいことがありました。 

ある日母方の伯父が家に来ました。４年生の時に行ったきりだったので、伯父は喜びました。

2018 年母は海外に出稼ぎに行きました。私はとても寂しかったです。母の帰りを待ちわび

ています。母は帰国しても、すぐ帰ってしまいます。会えるのは嬉しいですが、すぐ行って

しまうので寂しいです。 

 学校の友達とみんなで公園に行くことがあります。私の家には伯父、伯母がいてとてもや

さしく、父方の伯父、伯母も近くにいます。伯父と伯母と遊びに行くこともあります。 

 

 

◎ サディア アクター スマ （５年生） 

 

 人にはいろいろな人生がありますが私にもいろいろなことがありました。2018 年に妹が

亡くなりました。妹が亡くなってから家族はみんな元気がなく、私の人生にも暗い影を落と

しました。姉は家に帰ってくると、妹のことを思い出して泣いています。他にもいろいろな

ことがありました。４年生から５年生に進級し、父母、伯父伯母がお祝いをしてくれました。

私たちはお出かけをしました。伯父はいろいろなことを教えてくれました。  

 

 

 

 

 

 

 

◎   ナズマ 

 

  2018年 12月 9日に嬉しいことが起きました。この日にチャンパラで女性のための運動会がありま

BSDP スクール教師 

現在チャンパラのあるナラヤンガンジ市は女性の市長で、

女性の社会的地位の向上が強調されている。女性自身の手で

企画する行事が増えてきた。 
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した。このイベントはチャンパラのケシャリクラブが主催しています。 

クリケットなどもやります。このチャンパラでは女性は普段クリケットをしません。  

だから貴重な経験です。この機会にみんなクリケットを楽しみます。私も参加しました。最初はみん

な下手ですがやっていくうちにコツをつかんでどんどん上手くなります。 

昔はこのイベントもなかったのですが村のみんなで楽しみたいということで作りました 。これからも続

けていけるといいです。地域みんなで触れ合うことはとても大事なことだと思います。 

私は今年、司会者としても参加しました。マイクでアナウンスをしたりとても楽しい経験でした。チャン

バラには大きな広場があります。そこでそのイベントは開かれます。    

イベントの前日には広場を飾りつけたり色々な準備をしました。怪我をしないように小石を拾ったり 

大変でしたが、イベントを成功させるために大切なことだと思います。  

みんなで協力して片付けはすぐ出来ました。驚いたのは翌日の片付けで綺麗に片付けたということ

で褒美がもらえたことです。参加した生徒たちも褒めてもらい嬉しそうでした。 

ナバキショロイハイスクール、カレッジ や BSDP の生徒たちがいました。そして他の学校の人も参

加しました。赤と緑のジャージで参加していました。試合が始まった時、みんな笑顔で参加していまし

た。 

クリケット以外にもクイズなども出ました。海外についてや歴史についてのクイズが出ました。とても

楽しかったです。 

 赤のチームにはアムサ、ケア、ヘナ、ルパリ、・・・・・・などがでました。 

 緑はスライヤ、アムシ、ニム、シリア、ナビア、・・・・・・などがでました。私は綱引きに参加しました。  

 ファイナルではビシュとヘナが最後まで残り進出しました。二人はペアとなって注目を集め、恥ず

かしがっていました 。 

 しかし ファイナルで全て終わる前に雨が降り始めました。 最終的に土砂降りになって中止になり

2018年の運動会は終わりました。 

 しかしそのイベントはみんな楽しむことが出来て、いい経験になったと思います。 

 優勝者には賞金が出て、１５００TK もらいました。それ以外にも参加賞が参加者全員に配られま

した。 

子供達の嬉しそうな顔を見て私も嬉しかったです。忘れられない楽しい日になりました。 

 2018年、私にとって一番楽しかったことはこの運動会に参加したことです。 

  

チャンパラではこういう取り組みがだんだん増えていってとても良いことだと思っています。生徒たち

にとっても良い経験になったと思います。 

これからもこのようなイベントが増えるといいと思います。 

私にとって最も嬉しい日でした。 
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◎  ハミダ 

 

 人生にはたくさんの出来事があります。その中で印象に残ったいくつかのことを話したいと思います。 

まず 2017 年の終わりに起きたことです。2017 年 12 月 28 日 BSDP スクールに日本という遠い

国から 3人の方が来てくださいました。 

その方は愛知ホスピタルという大きな病院と「独立記念塔」にマイクロバスで行く計画をしてください

ました。「独立記念塔」のモニュメントはとても綺麗でした。1971 年に終戦してバングラデシュは独立

しましたが、それを記念する塔です。私は前にも一度この独立記念塔に来たけれど生徒と来たのは

初めてで いつもとは違う雰囲気で、とても楽しかったです。 

 

 その後に愛知ホスピタルという病院に行きました。将来医者など医療関係の仕事に就きたいとい

う生徒を連れて行きました。EAST WEST COLLEGE の中を見学させてもらい、説明も詳しくしてもら

い、とてもいい経験になりました。そこでは、将来医者になりたい人や看護師になりたいという人などが

一生懸命勉強していました。おいしい昼食もいただきました。愛知ホスピタルの人に感謝しています。 

 

2018 年にとても大きな出来事がありました。それはこの時私は大学卒業で、私にとってとても嬉し

いことでした。18 年間の勉強の人生が終わったことになります。それ以外にもたくさんのイベントに参

加したり、とても楽しい学校生活だったと思います。その日は木曜日で両親はとても喜んでくれ、一生

忘れられない日になりました。 

しかし悲しい出来事もありました。今は無事合格していますが時々試験に落第したことがあり、その

時はとても悲しかったです。何日も泣き、夜も眠れませんでした。  

 

嬉しかったことは 2018年に祖父母が住んでいるムニゴンジへ行った時のことです。  

13 年前に行ったきりだったのでとても楽しみにしていました。大きな沢があり川のほとりに家が建って

います。田舎に着いてすぐ散策しました。川に大きな魚が泳いでいて景色がとても綺麗でした。私は

嬉しくなって色々な所を見て回りました。しばらく歩くと魚を売っている人に出会いました。そこでは国

魚のイリッシュを安く売っていたので、たくさん買いました。とても美味しかったです。 

 

20１8年にとても大きな出来事がありました。7月 20 日に私は大きな病気にかかりました。体調が

悪く起き上がることさえできませんでした。 

体が重く何をやってもなかなか治りませんでした。最終的に入院することになり医者にも手術が必

要と言われて手術をしました。私の手術の後友達が見舞いに来て世話をしてくれました。2 週間ぐら

いで退院できました。仕事に再び戻りました。仕事に復帰できてよかったです。 

 

 人生には嬉しかったこと悲しかったことがあり、私も 2018年に色々なことがありました。 

これからも、嬉しかったこと悲しかったことが人生の大きな転機になることもあります。 

 体に気をつけて良い人生を送ろうと思います。 
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◎   ウンメ スライヤ スミ 

 

 人生にはいろいろな嬉しいことや悲しいことがあります。嬉しいことはいつまでも覚えているし思い出し

て嬉しい気持ちになります。また悲しいことも思い出として残ります。嬉しいこと、悲しいことは人生の中

で何度か経験し、私にも忘れられないものがいくつかあります。 

 

嬉しいことの一つ目はバングラデシュにはたくさんのいろいろな歴史的な文化が残されていることです。

数日前に私はショナルガオンへ行きました。ここにはショルドバリ民族の建物や文化遺産的な建物がた

くさんあります。文化遺産のいでたちはとても美しく自然の景観と合っていました。その経験は私の人生

の中でとても嬉しい経験のひとつになりました。 

嬉しいことの二つ目は本を読むことです。私は昔から本がとても好きで本を愛しています。悲しいこ

とがあったとき本を読むと気分がとても良くなります。バングラデシュではボイメラという本の博覧会が

あります。そこに友達と行ったりしてたくさんの本に出会います。 

私はボイメラの博覧会に行って、沢山の人が本を求めてくるということに驚きました。ボイメラにはた

くさん生徒も来ます。人混みの中で出会うととても嬉しくなります。本屋さんの人たちとも毎年行くうち

に知り合いになりました。彼らはとてもいい人達です。ボイメラに行くのは毎年の私の楽しみのひとつで

す。 

  3 番目に嬉しかったことは今年私の同僚の友達の結婚式がありました。いつもは結婚式に行っても

楽しむことができませんでしたが、今回はとても楽しむことができました。この二人の結婚式をお祝いで

きてとても嬉しかったです。 

  4 番目に嬉しいことは私には今でも信じられないことがあります。BSDP スクールで私が先生になっ

たことです。先生になるとは思ってもいなかったので、私は幸運だと思いました。この学校で私の考え

方は大きく変わりました。なぜなら私は 6年前にこの学校の生徒だったからです。私は今は先生として

教えています。私はいつも、私が子供の時に先生が私に教えてくれたように生徒たちに接するように

心がけています。 

  イベントも多くあります。そのイベントで生徒たちとの親睦を深めています。私自身もイベントに参加

するのはとても楽しみにしています。そのイベントが終わると試験ですがみんな頑張っています。 

5 番目に悲しかったことを書きます。その日は木曜日でした。私の祖母は危篤状態でした。私はそ

の時学校で授業をしていました。祖母は呼吸困難になり数分後に私たちを残して逝ってしまいました。

私の人生で一番悲しかったことです。大切な人を失う悲しみはとても大きいことです。  

このように人の人生にはたくさんの出来事があります。 

私には悲しいことより嬉しいことの方が多いような気がしています。全て私にとっては大切な思い出

です。 
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  １号（H22 年 3 月）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

H23 年 1 月に会員 2 名がバングラデシュの BSDP スクールに行ってきました。 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい校舎建築が進んでいます。３棟のうちまず１棟だけ（2 教室）の建築です。 

日本から持って行った中古文具を配る。 

支援金で買った文具を渡す。 

1 年前にプレゼントした縄跳びで
初めての運動会が行われた。 

BESS が支援している学校

の前に看板ができました。 

３号  

２０１1．３．１1 

発行：バングラディシュ教育 

支援の会   事務局 

Bangladesh Education Support Society  

 

 

                                            

         

 

Bangladesh Education Support Society  

H2１年 12 月に会員 2 名がバングラデシュの BSDP スクールに行ってきました。 

BSDP スクールの子どもたちと校長先生のビンドウ氏と共に （２００９．１２．２２） 

 

 

 

 

 

 
 

 

学校に行かないで料理をしたり、
妹や弟の面倒を見ている。 

近くの川は大切な生活の場。
沐浴したり洗濯をしたりする。 

 

子どもたちの瞳はきらきら光っている。 

創刊号  

２０１０．３．１５ 

発行：バングラディシュ教育 

支援の会   事務局 

 

 

 

 

 

５号  

２０１２．３．３０ 

発行： バングラデシュ 

教育支援の会  事務局 

Bangladesh Education Support Society  

 

ＢＳＤＰスクール の６人 の 先 生 と 届 け た 中 古 文 具 

ＢＳＤＰスクールの朝の集会 

Ｈ24 年 2 月に会員 2 名がバングラデシュのＢＳＤＰスクールに行きました。 

ご 挨 拶      代 表  森 崎 芳 子 

いつもＢＥＳＳをご支援いただき誠にありがとうございます。 

私たちの活動はいつもバングラデシュ  の多方面でアドバイザーをしていらっしゃいま

すモアゼムフセイン様と奥様の営子様に中に入っていただき多大なご指導やご協力をい

ただきながら進めることができ感謝致しております。この度フセイン様のお言葉をいた

だくことができました。 

私たちの活動ももうすぐ丸 3 年を迎え、現地では 2 棟目の校舎建築の計画が進められています。 

皆様、どうぞ今後ともご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

子どもたちにパンとゆで卵をプレゼントしました。 

 

 

 

 

 

 

バングラデシュより現地のビンドウ校長先生を 1 ヵ月間お招きし、チャリティー 

映画・講演会、カレー講座、語る会、小中学校訪問国際理解講座など、多くの行事

を行いました。ご協力ありがとうございました。- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

８号  

２０１３.１０．１０発行 

バングラデシュ 

教育支援の会  事務局 

Bangladesh Education Support Society  

 

バングラデシュカレー講座 

草井小学校にてバングラデシュ講座 

 ビンドウ校長と語る会 

バングラデシュの民族衣装を着て 

講演をするビンドウ校長と通訳のバキーさん。バングラデシュの貧困の現状が語られました。 

                                              

 

        

          

H22 年 8 月 28（土）ＢＥＳＳ総会やセミナー、交流会を開き、大
勢の方に参加していただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

バングラデシュ セミナーでサリーの着付けを紹介する。                                  

 
 
 
 
 
 

 

２号  

２０１０．１０．1 

発 行：バ ン グ ラ デ シ ュ  教  育 

支  援  の  会   事 務 局 

“バングラデシュってどんな国？” 
セミナーの始まりです。 

ルーシーさんのお話し 

Bangladesh Education Support Society 

 

もたちへの文具・教科書等の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 号  

２０１1．１０.３ 

発行：バングラディシュ教育 

支援の会   事務局 

Bangladesh Education Support Society  

 
Ｈ２３，９，４(日) ＢＥＳＳ２年度の総会やセミナー、交流会を開きました。雨が降って、

足下の悪い中、参加していただきありがとうございました。 

バングラデシュから来てくれたかわいい姉妹が

伝統舞踊をとても上手に披露してくれました。 

講師の方がワークショップの説明をしています。         

１年間の活動を報告しました。 

みなさん真剣にセミナーに参加していただきました。 

 

「学校があったら・・・」と投げかけ、くもの巣

のように意見が広がっていきます。時間が足りなく

なるほど盛り上がりました。 

バングラのおやつのライスプリンです。 

  

ご 挨 拶     BESS 代表 森 崎 芳 子  

26 日の総会・セミナーには 50 名という大勢の方に来ていただき充実した会を持つことがで

きました。これもひとえに会員の皆様はじめご支援してくださいます皆様方のおかげと厚く感

謝致します。現地の学校では日本から送りました支援金を元にビンドウ校長が大変努力してく

れまして、子どもたちの文具の充実はもちろんのこと、2 棟目の校舎建築もほぼ完成に近づき、

母親達女性の刺繍や縫製訓練も大変進み、思った以上に成果を上げています。3 年過ぎた今、

もうあと 2 年で自立のめどをつけたいと思っています。砒素の混じった水しか出ないのでもっ

と深い井戸を掘る、校舎の整備、女性たちの訓練をし、あとは自分たちで自立の意識を強くし

て進めていってほしいと思っています。皆様どうかこれからもご理解ご支援のほどよろしくお

願い申し上げます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６号  

２０１２.９.２４ 発行 

バングラデシュ 

教育支援の会  事務局 

Bangladesh Education Support Society  

 Ｈ24年8月26日に盛大に総会・セミナーを行うことができました。 

 

ルーシーさんのお話 。テーマー「イスラムと女 性 たち」について  

バングラデシュ旅行の報告をしていただく 「バングラデシュの昼下がり」セミナーの様子 

 

 

 

 

 

 

 

H26 年 2 月に会員 2 名がバングラデシュの BSDP スクールに行ってきました。 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

代表 森 崎 芳 子 

図書室「BESS ＆Konan City Library」の前で記念撮影です。 
図書の本も寄贈しました。 

パソコン 2 台を寄贈しまし

た。 

9 号  

２０１4． 4．18 発行 

バングラデシュ 

教育支援の会   事務局 

 Bangladesh Education Support Society  

 

外装が緑と白の新しい校舎の前で 
カレー作りです。 

BESS の支援でパンを配りまし
た。 

ブックフェアで本を選んでいます。 

3 棟出来上がった校舎の前で笑顔とピースで

みんなうれしそうです。 

8号（Ｈ25年10月） 

4号（Ｈ23年10月）

 

３号（Ｈ2３年３月） 

BESS だより 1～15 号 

 

 

 

 平成２４年には校舎第２棟・第 3 棟（４教室分）が建ち、子どもたちは広くて浸

水しない校舎で勉強できるようになりました。 

蛍光灯や壁、黒板などまだ不十分ですが子どもたちは広くて落ち着いた教室で 

懸命に勉強していました。 

日頃はバングラデシュ教育支援の会のために多大なご理解・ご支援を賜りありがと

うございます。 

支援しています BSDP スクールは、一昨年に校舎１棟（２教室分）を建て、昨年 

２０１２年には第２・第３棟（４教室分）を建てることができました。２０１２年 

１２月のスタディーツアーに行きました時には、基礎が高くて浸水せず、広くて新し

い校舎で子ども達が一生懸命に勉強している姿を確認して参りました。その校舎はま

だ壁の上塗り、窓、天井、机、蛍光灯・・・など不充分ですが、２０１３年にそれら

の整備をしていきたいと思っています。私どもの支援は５年間を目途とし、終盤に入

って参りました。５年を終えた時には今、懸命に訓練しています民芸品の製作がしっ

かり出来るようになり、このチャンパラ地区の女性達の特産品となってフェアトレー

ド商品として多くの人に愛され、売れる民芸品になることを願っています。皆様には

２０１３年も引き続きご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

                  ＢＥＳＳ代表  森 崎 芳 子 

７号  

２０１３．３．２８ 

発行： バングラデシュ 

教育支援の会  事務局 

Bangladesh Education Support Society  

 

 

９号（Ｈ2６年４月） 

６号（Ｈ2４年９月） ５号（Ｈ24 年３月） 

２号（Ｈ22 年 10 月）

 

７号（2５年３月） 

内容はホームページに掲載してあります。 

http://www7b.biglobe.ne.jp.bess/ 

http://www7b.biglobe.ne.jp.bess/
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国花「スイレン」 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１０号（Ｈ２６年１０月） １１号（Ｈ２８年１月） １２号（Ｈ２８年７月） 

１３号（Ｈ２９年６月） １４号（Ｈ３０年２月） １５号（Ｈ３１年２月） 

バングラデシュのお金 

国父「ボンゴボンドウ大統領」 

が載っている  

 国鳥「シキチョウ」 
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       バングラデシュ教育支援の会（BESS） 規約 

第一 目的 

   この会は非営利の会で、バングラデシュの教育の向上を図り、自立していくため

に支援をする。 

第二 名称 

この会の名称は、「バングラデシュ教育支援の会」、略して「BESS」とする。 

   （ 「BESS」は 「Bangladesh Education Support Society」 の略である。） 

第三 所在地  

この会の所在地は、愛知県江南市宮後町中町 79 番地とする。 

第四 会員  

   会員は、本会の趣旨・目的に賛同される方で、国籍、年齢は問わない。 

第五 役員 

   この会には、代表、副代表、会計を各 1 名 置く。 

第六 運営 

月に 1 回、役員会（運営委員会）を開催し、会の重要事項を協議して進める。 

第七 会費  賛助会費を年 2000 円とする。 

第八 会計監査 

  １ 第七の会費および経費は、出納帳により記録し、現金は通帳へ入金する。 

  ２ 会計は、月末をもって、出納帳により、受け入れ金額、払い出し金額、及び  

残高を算出し、１の通帳の残高と符合することを確認する。 

  ３ 代表は、年度末をもって２の内容を確認する。 

第九 年度 

   会の年度は 1 月から翌年の 12 月までとする。 

第十 設立 

   この会は、平成２１年７月１３日に設立する。 

     

附則 

代表、副代表、会計、会計監査は次の会員とする。 

代 表   森崎芳子  愛知県江南市宮後町中町７９   

副代表   松浦智恵子 愛知県犬山市羽黒川原口８９-１ 

会計・書記 大池小夜子 愛知県江南市古知野町朝日１７ 

会計監査  土川照恵  愛知県丹羽郡大口町さつきが丘 2₋309 (BESS会計) 

近藤晴美   愛知県丹羽郡扶桑町斉藤北山１２３ (フェアトレード会計) 

佐藤静代   愛知県江南市前飛保町緑ヶ丘１６２ (フェアトレード会計) 

 

BESS 
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「バングラデシュ教育支援の会」(ＢＥＳＳ)の概要 

 
 

１ 会の目的  

  この会は非営利の会で、バングラデシュの教育の向上を図り、自立していくために支援をして

いく。 

２ 背景 

  バングラデシュは、日本の約４割ほどの面積の土地に日本より多い約１億５０００万人の人が

住み、人口密度が大変高い国である。１日１ドル以下で暮らし、その日の糧を得るのも難しい人

が３６％、５歳未満児死亡率が１０００人に対して約７７人、15 歳以上の識字率が約４０％と劣

悪な状態である。 

  小学校（５年生まで）は義務教育になっているが、政府の経営する学校は半分ほどで、あとは

NGO による学校で、その数も足りず、経営も成り立っていない状態である。 

小学校に入学するのは８４％ほどだが、両親の意識不足や家庭の貧困などのため、すぐやめて

しまう児童が多く、小学校５年生を卒業するのはわずか３０数％ほどと低い状態である。 

ここナラヤンゴンジ県 ルプゴンジ チャンパラは、約４５０００人が住むスラム街である。 

ここには、政府に 50％ほど援助を受けているナバキショロイ中等学校（６～１０年生で生徒数

１１８６名）がある。[2009 年度の資料]。どのクラスも１００人以上のぎゅうづめで、設備も粗末で、

週末に働きながら学校に通っていたり、学校に行かない子供たちも大変多い。 

１９９３年に NGO によって作られた BSDP 小学校（２００９年は１～５年生で児童数２５２

名）は政府からの援助は全く受けることができず、５人の教師は給料をもらえず、生徒たちは教

科書、ノート、鉛筆なども足りず、学習できるような状態ではない。校舎も大変狭くて暑くて暗

く、雨季には雨漏りや浸水し、運営が行き詰っている。 

 

3 支援の対象 

バングラデシュ ナラヤンゴンジ県 ルプゴンジ チャンパラ地区のスラム街にある学校の支

援をする。 

特に政府の援助を受けていない BSDP スクールを中心に支援していく。 

また、母親を含む女性達の意識を高め、自立の方向に向かうために、支援・提言をしていく。 

支援校名：「BSDP  MODEL  PRIMARY SCHOOL」 

      「BSDP スクール」と呼んでいる。 

住 所：Chanpara R/C.PS. Rupgonj Dist Narayangonj  Bangladesh 

      チャンパラ   ルプゴンジ  ナラヤンゴンジ県  バングラデシュ       

   校 長:  Md.Nazibar Rahman Bindou  （愛称：ビンドウさん） 

         ナジバル ラフマン ビンドゥ 

４ 「バングラデシュ教育支援の会（BESS）」の事務所 

代表者名      森  崎  芳  子 

住   所   〒483－8044 愛知県江南市宮後町中町 79  

TEL・FAX   0587-54-4303  メール m-hanzu@msd.biglobe.ne.jp 

 

５ ホームページアドレス    http://www7b.biglobe.ne.jp/bess/ 

 

 

 

 

 

（2009 年発足時に作成） 

mailto:メールm-hansu@msd.biglobe.ne.jp
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 バングラデシュ  里親制度について    

                      バングラデシュ教育支援の会（BESS） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的  バングラデシュ、チャンパラに住む子どもで義務教育である小学校を卒業後、ハイ
スクールに行く希望を持ちながら貧困のために行くことができない子供のハイスク
ール通学の支援を行う。（カレッジ生を支援する場合もある。） 

 

期間  原則として１人の子どもにつきハイスクール６～１０年生の５年間を支援する。 

    （里親側に途中やむをえない事情ができた場合は中止や里親の変更等もありうる。)  

   

支援費用 月々1000 円（ 年 12000 円 ） 
   

（里親 1 人年 6000 円の支援で、2 人の里親で 1 人の生徒を支援する方法もあります。） 

 

方法 ：次のような手順で進めます。 

①  里子支援の申し込みをＢＥＳＳにしていただく。（１年分の支援金を添えて） 

② ＢＥＳＳはバングラデシュの里子希望者の名前を里子の個人カード・写真とと 

もに紹介する。 

      ③ 里親を現地に紹介するカードに記入してもらう。(英文)（日本語でもよい） 現
地に送るのにさしつかえない程度に、コメント等も含めて書いて BESS に送っ
ていただく。 

④  ＢＥＳＳの方でまとめて現地に里親を紹介し、１年分の支援費を送金し、里子は    

学校に通い始める。 

 

☆ 毎年 8 人前後の里子が希望し、現在 39 名の里子が 36 名の里親様に支援を受けながら

学校に通っている。（2019 年度 現在） 

 

※  バングラデシュの 教育制度   (参考) 

    

 

 
小学校（5 年間）義務教育 ハイスクール（5 年間）義務教育でない 

幼稚園 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 
 

6 年生 7 年生 8 年生 9 年生 10年生 

カレッジ（2 年間） 大学（4 年間） 

11 年生 12 年生 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 

             里子支援制度ができた背景 

バングラデシュの義務教育は小学校 5 年間だけで、中・高等学校であるハイスクール

はまた 5 年間であるが、義務教育でないので入学金や月謝、教科書代などが必要である。 

やる気があって優秀な子供でも貧困のためにハイスクールに行くことができない子

供がたくさんいる。月々1000 円（年に 12000 円）で 1 人の子がハイスクールに行くこ

とができるので、この制度を立ち上げ協力を呼び掛けている。 

（2015 年発足時に作成） 
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運営委員 

     

 

 

問合せ先 バングラデシュ教育支援の会（BESS） 事務局 

 〒483－8044 愛知県江南市宮後町中町 79     

TEL・FAX  0587-54-4303 メール m-hanzu@msd.biglobe.ne.jp 

 

森 崎 芳 子    松浦智恵子   大池小夜子  小木曽良子  

土 川 照 恵    佐 藤 静 代   近 藤 晴 美   小 崎真紀子  

馬場とよ子      山田冨美子      佐橋美佐子    宍 戸 カ ヨ   

谷 口 喜 八   森 崎 敏 男  

ホームページ http://www7b.biglobe.ne.jp/bess/ 

 

 

編 集 後 記 

皆様のおかげで１０年間の活動を継続することができました。新たに里子支援の活動も加わ

り、チャンパラスラム街の子ども達に夢と希望を与える手伝いができましたことを嬉しく思い

ます。これも皆様方のご協力、ご理解のおかげと感謝いたします。今後もビンドウ氏と手を携え

て、国内ではフェアトレードを中心に活動し、現地の子ども達の教育や女性達の自立のために支

援を継続し、交流を深めていきたいと思います。これからもご指導をよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

チャンパラスラム街の地図 

 

mailto:メールm-hansu@msd.biglobe.ne.jp
http://www7b.biglobe.ne.jp/bess/
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